
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
け
ろ
〇
二
ω
這
と
し
て
の
℃
。
・
鴇
冨

高

橋

亨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
る
q
峯
“
は
匙
9
簿
で
あ
る
、
と
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
は
謂
ふ
。
面
も
、
「
明
か
に
皆
q
k
9
“
は
目
息
§
。
骨
ぎ
で
あ
る
」

　
　
と
『
形
而
上
學
』
に
於
て
謂
ふ
（
N
＝
L
O
零
9
似
）
o
此
．
摩
論
は
『
形
而
上
學
』
中
の
此
言
葉
が
有
つ
問
題
性
の
考
察
を

　
　
や
心
と
し
て
、
℃
三
選
①
が
窪
ω
貯
で
あ
る
こ
と
の
酪
漿
を
、
殊
に
℃
憎
9
①
9
鼠
9
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
堺
明
し
よ

　
　
う
と
意
圖
す
る
。

　
　
　
’
先
づ
罎
♀
o
O
β
ω
賦
と
は
、
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
に
よ
り
、
右
に
引
用
せ
る
と
極
め
て
接
近
せ
る
個
慮
に
於
て
、

　
　
「
或
る
も
の
が
或
る
他
の
も
の
師
ち
質
料
と
し
て
の
ξ
℃
。
犀
＠
ヨ
2
δ
膝
の
裡
に
在
ら
ざ
る
限
り
に
於
け
る
。
蕊
貯
で
あ

　
　
る
」
（
δ
零
び
い
）
と
規
淀
さ
れ
て
る
る
。
籾
、
「
質
料
と
し
て
の
ξ
℃
良
①
窪
窪
。
嶺
の
裡
に
在
ら
ぬ
」
と
い
ふ
こ
と

　
　
か
ら
は
、
箕
0
3
0
琶
9
な
る
も
の
が
「
質
料
と
し
て
の
ξ
℃
昆
①
ぎ
歪
ρ
薯
」
を
超
え
た
存
在
で
あ
る
か
、
或
は
そ
れ
嶺

　
　
髄
が
「
質
料
領
し
て
の
ξ
℃
臭
魯
ご
9
9
己
で
あ
る
か
の
何
れ
か
な
る
こ
と
が
豫
想
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に
「
薯
ω
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ゆ
　
ト
ス

　
　
は
そ
の
最
も
本
号
の
、
第
一
の
、
且
最
も
優
越
せ
乃
意
味
に
総
て
は
、
或
る
ξ
℃
。
犀
○
葺
μ
⑦
ご
§
に
茂
て
語
ら
れ
る
込

㎜
　
　
ア
斐
ト
テ
ソ
ス
に
於
け
ろ
．
曇
と
し
て
の
琶
ω
　
　
　
　
　
　
毛



㎜
　
　
　
哲
學
研
究
第
二
亘
ハ
＋
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
入

1
　
　
の
で
も
な
け
れ
ば
或
る
ξ
℃
。
ざ
ぎ
窪
9
μ
の
狸
に
在
る
も
の
で
も
な
く
、
量
る
入
、
或
は
、
薫
る
馬
と
い
ふ
が
如
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
｝
）

　
　
も
の
で
あ
る
」
（
O
p
8
ぴ
q
・
・
。
』
げ
い
）
と
謂
は
れ
る
か
ら
、
嘆
0
8
。
済
す
と
は
2
ω
醇
の
類
の
中
で
特
に
個
膿
的
な
も
の

　
　
、
こ
と
で
あ
り
、
甘
弓
。
犀
①
軍
慮
①
旨
9
μ
そ
れ
自
膿
で
あ
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
且
、
『
形
而
卜
…
學
』
に
は
「
第
一
の
与
β
？

　
ぎ
剛
ヨ
2
0
コ
は
最
も
優
越
せ
る
意
昧
に
於
て
○
器
貯
で
あ
る
如
く
思
は
れ
る
」
と
あ
り
（
N
ω
L
O
お
p
H
）
、
ブ
レ
ン

　
　
タ
ノ
も
此
言
葉
を
例
澄
と
し
て
「
第
一
の
、
且
最
も
本
影
の
亀
q
ミ
と
は
喘
息
↓
曲
芸
q
婁
郎
ち
個
別
的
實
膿
（
冒
⊆
メ
・
マ

　
　
身
亀
①
ω
望
ぴ
馨
§
N
）
で
あ
る
し
と
謂
っ
て
み
る
（
＜
9
日
自
霧
謹
霧
三
笠
p
畠
○
昌
劇
①
島
窪
窪
冨
ひ
q
島
＄
ω
Φ
δ
づ
二
Φ
昌
轟
。
げ
》
吋
醇
？

　
　
叶
2
0
幹
囲
。
。
ひ
炉
ω
』
8
）
。
斯
く
て
我
々
は
鷲
0
3
0
＝
ω
㌶
の
個
別
的
實
膿
な
る
こ
と
を
知
り
、
其
慮
か
ら
嘆
0
8
9
色
騨

　
　
は
そ
れ
自
慰
ξ
℃
鼻
Φ
凶
∋
窪
8
な
の
で
は
．
な
い
か
と
考
へ
ざ
る
を
得
澱
。
そ
れ
に
し
て
も
、
右
引
用
交
に
捨
て

　
　
ξ
℃
o
冨
㎞
∋
窪
§
が
「
質
料
と
し
て
の
」
（
爵
隻
こ
と
限
定
さ
れ
て
る
る
の
は
如
何
な
る
繹
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は

　
げ
図
弓
。
冨
比
づ
①
類
。
ぼ
に
も
二
義
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
コ
μ
）
壱
。
κ
①
㎞
ヨ
①
旨
9
回
は
二
機
の
仕
方
に
於
て
げ
団
O
o
冨
繭
ヨ
窪
〇
二
で

　
　
あ
る
。
郎
ち
そ
れ
は
動
物
が
其
属
性
に
呈
す
る
が
如
く
ま
。
。
o
§
と
し
て
“
あ
る
か
、
或
は
質
料
が
窪
8
げ
畠
Φ
β
に
封

　
す
る
が
如
く
し
て
“
あ
る
か
で
あ
る
」
（
竃
①
鼠
喜
．
N
5
δ
O
。
。
び
今
ひ
）
0
叢
に
「
質
料
と
し
て
の
ξ
℃
O
冨
凶
悪
§
2
乙

　
　
と
は
後
者
の
如
き
意
昧
の
も
の
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
と
關
著
す
る
叙
述
は
巻
⑨
に
も
見
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
ピ
ュ
ル
　
　
　
ビ
ユ
リ
ノ
ス
　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
さ
テ
　
の
ヒ
ユ
レ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ト
ル

　
　
る
。
「
引
解
が
火
で
は
な
く
火
よ
り
成
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
火
は
第
一
質
料
で
あ
る
：
…
…
㌦
…
而
し
て
斯
か
る
一
般

　
　
者
と
ξ
℃
鼻
⑦
貯
ρ
窪
§
と
の
乾
葉
は
後
者
が
ま
留
試
で
あ
る
に
等
し
て
前
者
が
然
ら
ざ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
（
下
一
〇
お



　
　
勲
2
一
鳶
）
と
述
べ
ら
れ
、
後
者
師
ち
薦
性
に
甥
す
る
ξ
℃
。
犀
Φ
剛
三
Φ
琴
5
の
例
と
し
て
「
人
」
や
「
身
締
」
と
共
に
℃
塁
。
冨

　
　
が
暴
げ
ら
れ
て
る
る
。
姦
に
見
て
℃
超
9
局
面
「
ま
。
。
・
§
ど
し
て
の
ξ
℃
。
ざ
幽
ヨ
曾
。
コ
」
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
曇

　
　
に
は
こ
れ
を
「
質
料
と
し
て
の
ξ
宮
煽
ぎ
窪
9
」
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
叢
に
我
々
は
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
が

　
　
不
用
意
の
裡
に
二
義
を
併
有
す
る
ξ
℃
・
ぎ
言
窪
8
概
念
を
認
め
て
み
た
と
解
諭
せ
ざ
る
を
零
話
Q
事
實
斯
く
の
如

　
　
き
ξ
℃
・
冨
ぎ
窪
。
霞
こ
そ
個
別
的
實
膿
と
謂
は
る
べ
き
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
質
料
を
塩
け
る
ま
留
§
は
働
く

　
　
こ
と
を
得
す
、
働
く
こ
と
を
得
ぬ
者
は
其
個
別
性
を
主
張
す
る
こ
と
も
出
來
ぬ
で
あ
ら
う
し
、
叉
ま
。
ゆ
m
§
と
い
ふ

　
　
主
語
的
意
昧
を
有
た
諏
質
料
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
く
個
別
性
を
有
た
澱
か
ら
で
あ
る
。
我
々
は
、
そ
れ
み
＼
相
侯
つ

　
　
て
個
別
性
の
原
理
を
な
し
つ
、
も
相
異
る
二
義
を
自
己
内
に
於
て
相
客
せ
し
め
、
叙
述
上
の
「
主
語
」
た
る
と
共
に
「
基

　
　
禮
」
た
る
如
き
ξ
◎
o
犀
魯
β
Φ
冨
。
嵩
概
念
を
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
も
の
は
、
ト
ゥ
レ
ン
デ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5

　
　
ン
ブ
ル
ク
や
ボ
二
一
ソ
ツ
の
既
に
想
定
し
て
み
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
我
々
は
「
鋸
盤
」
と
名
付
け
よ
う
。
然
る

　
　
時
娼
超
。
冨
は
正
に
土
蓮
の
意
味
の
「
卑
湿
」
と
謂
は
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
唱
望
魯
Φ
が
讐
0
8
0
蕊
雪
で
あ
る
の

　
　
も
斯
く
の
如
き
意
味
に
於
て
“
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
イ
ド
ス

　
　
　
然
る
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
依
れ
ば
、
他
方
℃
昌
畠
。
内
に
存
す
る
形
相
も
亦
嘆
。
8
窪
。
。
β
で
あ
る
の
で
あ
っ

　
　
（
註
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ク
ネ
ー
　
　
　
　
　
　
　
エ
イ
ド
ス

　
　
て
、
『
形
而
上
學
』
に
は
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
た
個
庭
が
あ
る
。
「
技
備
に
よ
っ
て
、
そ
れ
の
形
相
が
℃
塁
。
げ
①
内
に
在

　
　
る
と
こ
ろ
の
、
物
が
生
す
る
。
形
相
と
は
、
各
々
の
物
の
本
質
（
　
ノ
　
　
　
　
　
り
　
　
　
ゃ
↓
O
　
↓
ひ
　
電
モ
　
0
い
腎
象
辱
）
や
そ
の
嘆
0
8
0
器
冨
を
謂
ふ
」

脇
　
　
ア
翼
ト
テ
ソ
ス
に
於
け
る
　
碧
一
し
て
宥
喜
　
　
　
　
　
　
三
九
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一
誓
墨
瀞
研
究
　
　
第
二
百
山
ハ
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
門
○

（
鎧
①
窮
嘗
．
N
ざ
H
O
認
9
窓
1
び
』
）
○
叢
に
我
々
は
問
は
ざ
る
を
得
ぬ
。
第
一
に
個
別
的
實
禮
が
嘆
0
8
0
彦
貯
で
あ
る

と
い
ふ
こ
と
》
形
相
が
鷲
9
Φ
○
ま
㌶
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
、
は
矛
盾
な
く
語
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
と
。
次
に

鷲
。
言
。
霧
館
で
あ
る
も
3
、
9
①
が
、
同
じ
く
鷺
○
げ
①
。
器
貯
で
あ
る
形
相
を
自
己
の
内
に
有
つ
と
い
ふ
こ
と
は
何
を

慮
謁
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
。
扮
、
第
一
問
は
ア
リ
ス
ト
プ
レ
ス
哲
學
そ
の
も
の
、
根
本
的
な
ア
ポ
リ
ア
に
關
は
つ

て
み
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
第
二
間
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
。
前
掲
引
用
文
に
於
て
は
、
　
℃
聲
9
①
が
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
。
ス
　
　
　
　
（
註
四
）

る
も
の
、
形
相
を
自
己
の
内
に
有
っ
て
み
る
と
謂
は
れ
て
る
る
が
、
そ
の
「
形
相
」
は
勿
論
「
目
的
」
の
意
味
を
有
っ
。

且
っ
て
そ
れ
が
蜜
0
8
0
蛋
ω
す
た
る
黙
に
着
眼
す
れ
ば
、
部
下
。
匿
は
櫓
己
自
身
を
昌
的
と
せ
る
、
帥
ち
自
己
目
的
的

な
存
在
で
あ
る
と
い
へ
る
。
更
に
そ
れ
は
窪
2
ぴ
q
色
ρ
と
謂
は
れ
て
る
る
所
（
寓
①
3
喜
・
国
O
L
o
ま
勲
9
噛
）
か
ら
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
五
）

「
自
己
の
内
に
鼠
的
（
隷
ン
。
の
）
を
有
ち
、
内
容
を
何
庭
か
他
か
ら
取
入
れ
る
所
の
軍
に
形
式
的
な
働
き
で
は
な
く
」
、
被

生
成
物
も
そ
れ
自
身
の
内
に
存
在
す
る
、
い
は
や
今
（
胃
虻
魁
）
に
於
て
充
足
ゲ
た
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
の
状
態
に
あ
ら
ね
ば

な
ら
澱
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
雌
小
論
が
最
初
か
ら
斯
く
の
如
き
も
の
と
し
て
℃
二
野
。
を
規
定

し
得
な
か
っ
た
の
は
、
窪
○
お
①
賦
若
し
く
は
①
三
号
経
○
雪
と
し
て
の
○
窪
ω
ド
が
、
あ
る
ひ
は
『
形
而
上
學
』
恕
A
に
述

べ
ら
れ
で
る
る
如
ぎ
「
質
料
な
き
○
琶
斜
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
濾
か
も
知
れ
ぬ
の
に
（
9
δ
コ
ぴ
8
心
一
）
、
個
別
化
の

「
原
理
を
な
す
質
料
性
を
も
媒
介
に
せ
る
「
，
主
膿
」
た
る
の
意
味
を
こ
れ
に
質
し
た
か
ら
で
あ
る
。
且
、
ア
リ
ス
｝
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
イ
ド
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ユ
レ
　

レ
ス
自
身
も
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
於
て
、
℃
超
○
冨
は
「
何
等
か
の
ロ
ゴ
ス
や
形
相
で
あ
っ
て
、
質
料
や
ξ
℃
o
醤
曾
昌
窪
8



　
　
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
」
（
切
♪
七
も
9
轟
一
二
）
と
明
瞭
に
断
っ
て
み
る
。
此
黙
は
如
何
に
考
へ
る
べ
き
で
あ
る
か
。

　
　
更
に
又
需
団
。
び
。
に
開
し
て
あ
く
ま
で
最
初
に
規
定
し
た
如
き
「
主
膿
」
た
る
の
意
昧
を
固
持
す
る
時
に
は
》
℃
塁
魯
①
《

　
　
　
ア
ン
ト
ウ
ロ
ー
ボ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
山
ハ
）

　
　
と
　
「
人
」
　
と
の
薫
別
は
如
何
に
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
。
以
下
二
等
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
。
幸
ひ
後
の
問
題

　
　
に
間
し
て
は
『
形
而
上
學
』
中
に
其
解
決
の
鍵
と
も
な
る
べ
き
言
葉
が
見
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
弓
蔓
。
ぎ
と
℃
塁
。
ぎ

　
　
の
本
質
（
＆
昔
§
響
§
）
と
は
同
一
で
あ
る
が
、
入
と
入
の
本
質
（
3
登
周
面
“
聡
懸
§
）
と
は
℃
超
。
冨
も
亦
人
と

　
　
呼
ば
る
べ
き
で
な
い
な
ら
ば
同
一
で
は
な
い
」
と
あ
る
（
鎖
き
δ
よ
ぴ
？
亭
）
。
そ
し
て
次
に
「
斯
く
の
如
く
事
物
と

　
　
其
本
質
と
は
或
る
意
味
に
於
て
は
同
「
で
あ
り
、
或
る
意
昧
に
於
て
は
異
る
」
と
い
ふ
意
の
語
が
驚
い
て
み
る
（
囲
。
ホ

　
ぴ
轟
）
o
そ
こ
で
我
々
は
先
づ
如
何
な
る
場
合
に
事
物
と
本
質
と
が
同
一
で
あ
り
、
又
如
何
な
る
場
合
に
異
る
か
を
ア

　
　
ヅ
ス
ト
プ
レ
ス
に
問
う
て
、
然
る
後
鍵
の
、
》
℃
昌
9
0
《
と
「
人
」
と
の
問
題
を
解
か
う
と
偲
ふ
。
招
、
事
物
と
本

　
　
質
と
の
相
同
和
異
の
問
題
は
『
形
而
上
學
』
怒
Z
の
第
六
章
に
於
て
答
へ
ら
れ
て
る
る
。
印
ち
、
「
第
一
の
、
且
そ
れ
自

　
　
膿
的
に
（
蓑
％
、
琶
誌
）
語
ら
れ
て
み
る
も
の
に
立
て
は
事
物
の
本
質
（
『
α
面
心
q
↓
£
m
寒
§
）
と
事
物
と
は
同
一
不
二
で
あ

　
　
る
」
が
（
δ
鷲
9
笥
l
O
）
、
「
附
精
的
に
（
§
匙
q
睾
建
¢
b
ミ
シ
）
語
ら
れ
’
て
る
る
も
の
に
就
て
は
異
る
」
と
謂
ふ
（
δ
望

　
　
騨
お
此
○
）
。
然
る
に
襲
に
引
用
せ
る
丈
に
於
て
、
℃
超
9
①
と
℃
塁
。
冨
の
本
質
と
の
洞
一
な
る
こ
と
は
明
瞭
な
の
で

　
　
あ
る
か
ら
、
弓
超
。
国
。
は
「
自
膿
的
存
在
」
（
黛
§
魅
、
琶
ま
〉
で
あ
る
。
然
る
に
人
と
人
の
本
質
と
の
岡
　
か
否
か
は
、

　
　
入
が
霊
）
δ
冨
と
等
し
き
か
否
か
に
よ
っ
て
決
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
こ
れ
だ
け
で
「
入
」
の
存
在
は

麟
　
　
ア
旦
タ
ン
ス
暴
け
る
曇
と
し
て
の
馨
．
　
　
　
　
　
　
璽



鰯
　
　
　
哲
學
研
究
第
二
百
六
＋
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶
ニ

ー　
　
》
陽
皆
重
く
の
存
在
に
比
し
て
其
存
在
性
に
於
て
乏
し
く
且
不
純
な
も
の
と
さ
れ
て
み
る
こ
と
が
分
る
。
更
に
「
人
」

　
は
質
料
性
な
く
し
て
は
考
へ
ら
れ
澱
存
在
で
あ
る
が
、
ア
リ
ス
ト
プ
レ
ス
に
依
れ
ば
、
そ
の
「
質
料
性
」
こ
そ
「
附
帯
性
」

　
　
の
原
因
で
あ
る
（
曲
ぴ
算
国
♪
δ
雌
9
同
㌢
5
）
。
叢
に
我
々
は
ア
ソ
ス
ト
プ
レ
ス
の
》
℃
超
。
び
①
《
と
「
入
」
と
を
、
そ

　
れ
み
＼
夫
の
「
自
差
納
存
在
」
と
「
附
精
的
存
在
」
（
き
§
忌
q
金
建
切
唱
匙
の
）
と
に
配
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
る
O
と
は

　
　
い
へ
、
「
人
」
が
全
面
的
に
附
帯
的
存
在
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
、
そ
れ
は
附
帯
的
存
在
た
る
の
一
面
を
有
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
そ
れ
故
に
℃
感
冒
。
に
減
し
て
「
附
帯
的
存
在
」
と
い
は
る
べ
き
だ
と
謂
ふ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
爾
者
は
段
階
的
に
考

　
　
へ
ら
れ
て
る
る
と
観
て
よ
い
と
思
ふ
。
何
と
な
れ
ば
、
『
形
而
上
學
』
恕
Z
に
は
「
若
し
形
相
が
質
料
よ
り
も
よ
り
先
な

　
　
る
も
の
で
あ
り
（
　
　
　
、
肖
、
o
『
o
、
o
℃
）
且
よ
り
存
在
性
の
多
い
も
の
（
属
ン
ン
ミ
警
）
な
ら
、
同
一
の
理
由
に
よ
り
爾
者
よ
り
成
れ

　
　
る
も
の
よ
り
も
よ
り
先
で
あ
る
」
へ
曾
δ
お
簿
訟
↓
）
と
い
ふ
言
葉
が
あ
る
が
、
我
々
は
同
じ
事
態
を
、
自
騰
的
存
在

　
封
附
帯
的
存
在
の
南
江
の
考
察
を
通
し
、
》
℃
塁
9
⑦
《
と
「
人
」
と
の
三
春
に
於
て
認
め
た
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
更
に
我
々
は
今
引
用
せ
る
文
に
於
て
蕊
ン
ン
亀
餅
と
司
息
鵠
、
ミ
と
が
同
義
的
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
所
か
ら
、
存
在

　
論
的
に
よ
り
高
い
段
階
に
位
遣
す
る
も
の
は
還
蹄
碧
ミ
と
謂
は
る
べ
き
も
の
な
る
こ
と
を
知
る
。
而
し
て
醜
語
の

　
右
の
如
き
意
義
は
、
「
語
義
篇
」
（
憲
△
）
　
に
就
て
い
へ
ば
、
論
語
に
恭
し
て
列
暴
さ
れ
た
四
番
目
の
そ
れ
、
郎
ち

　
「
嘗
撰
闘
ω
及
び
。
話
題
に
識
す
る
」
も
の
で
あ
る
（
＝
”
同
O
H
O
勲
』
1
9
、
）
Q
叢
で
の
叙
述
に
依
れ
ば
、
司
、
黙
認
亀
は
、

　
他
を
挨
た
ね
ば
存
在
し
得
ぬ
も
の
（
轍
q
誘
8
哩
な
る
も
の
）
に
謝
し
、
他
を
倹
た
す
し
て
存
在
し
得
る
も
の
、
謂
で
あ
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る
（
δ
お
9
い
己
）
。
そ
し
て
斯
か
る
關
係
の
生
す
る
場
合
と
し
て
、
甘
ぜ
。
冨
田
翁
2
0
コ
が
他
に
古
す
る
場
合
と
、
現

實
的
存
在
（
尋
・
§
↓
、
伽
ミ
9
へ
苓
§
℃
）
と
可
能
的
存
在
（
匙
§
誌
。
。
詮
曇
ミ
）
の
相
年
せ
る
場
合
と
を
墓
げ
て
る
る
。

》
℃
昌
。
犀
Φ
《
と
「
人
」
と
は
何
れ
も
げ
塩
田
。
ド
Φ
貯
ご
0
8
昌
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
此
爾
…
者
の
§
葱
↓
碧
ミ
た
b
轍
q
濡
、
。
竪

た
る
關
係
は
、
現
官
的
存
在
封
可
能
的
存
在
の
暴
走
と
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
以
下
現
實
的
存
在
樹
可
能

的
存
在
の
問
題
の
考
察
を
通
し
て
爾
者
の
關
係
を
究
明
せ
ね
ば
な
ら
諏
。

　
　
世
一
、
『
範
暴
論
』
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
眞
作
か
否
か
は
疑
は
れ
て
る
る
が
、
。
蕊
β
に
就
て
の
斯
く
の
如
き
規
定
は
彼
の
著
作
に
於
て
は
至
る
灘
に

　
　
　
　
行
は
れ
て
る
る
9
富
3
喜
・
N
÷
【
◎
ω
0
9
お
・
一
瓢
自
・
H
当
月
。
鴇
び
ミ
・
簿
p
）
か
ら
、
本
文
を
以
て
其
等
を
代
表
せ
し
め
た
に
過
ぎ
ぬ
Q

　
　
三
二
、
ボ
…
ニ
ッ
ツ
著
、
｛
縢
井
義
夫
氏
謬
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
範
聴
に
つ
い
て
』
五
十
二
頁
。

　
　
註
一
二
、
嶺
》
色
お
そ
の
も
の
が
形
相
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
も
り
旨
3
℃
】
回
．
N
ジ
H
o
ω
い
び
濯
I
H
ひ
噂
U
o
碧
●
尉
ご
轟
細
p
お
－
沁
P
ぴ
…
畠
炉
覧
轟
p
爵

　
　
　
　
－
翼
等
で
語
ら
れ
て
み
る
。

　
　
註
四
、
ソ
同
愈
壱
F
揖
9
目
。
掌
勾
ω
①
占
H
に
は
形
相
因
と
目
的
因
と
が
問
一
で
あ
り
得
る
場
合
が
語
ら
れ
て
み
る
。

　
　
註
五
、
こ
れ
は
国
。
鳴
】
り
く
9
H
。
m
毒
σ
q
｛
普
興
象
Φ
O
Φ
ω
。
露
。
ぎ
①
山
醇
内
旨
。
蓉
℃
匿
9
タ
♪
＜
・
切
α
・
図
回
く
・
ω
．
ω
い
ひ
．
か
ら
の
引
用
Q

　
　
註
六
、
ひ
と
ほ
こ
れ
を
無
用
な
問
と
い
ふ
か
も
知
れ
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、
既
報
ほ
既
小
論
が
塾
頭
に
引
用
せ
る
「
明
か
に
窮
聴
旧
δ
は
驚
＾
）
8
。
藪
＾
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
で
あ
る
」
と
い
ふ
文
に
直
ち
に
混
く
個
塵
に
「
他
方
身
膿
は
質
料
で
あ
る
。
入
や
動
物
は
一
般
者
と
し
て
考
へ
ら
れ
た
葉
者
よ
り
成
れ
る
結
合

　
　
　
　
で
あ
る
」
（
δ
ω
N
9
ひ
）
と
答
へ
ら
れ
て
る
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
問
題
は
解
か
れ
て
み
な
い
の
で
あ
る
、
否
姦
に

　
　
　
　
　
こ
そ
問
題
性
は
潜
ん
で
み
る
の
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
、
　
2
鼓
曽
と
し
て
の
℃
。
。
箆
δ
、
質
料
と
し
て
の
身
柱
は
相
侯
っ
て
「
人
」
を
形
成
す
る

　
　
　
　
　
二
原
理
で
あ
る
か
の
如
く
し
て
、
8
ω
㌶
と
し
て
の
τ
超
9
㊦
は
、
そ
れ
が
實
0
8
0
戸
臨
β
た
る
こ
と
か
ら
質
料
性
を
も
自
己
の
内
に
奪
っ
て

　
　
　
　
濁
立
的
に
「
働
く
者
」
と
な
っ
て
み
る
と
考
へ
ざ
る
を
得
ぬ
鮎
に
我
々
の
問
題
は
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ア
リ
ス
｝
テ
ン
ス
に
於
け
ろ
9
乾
詳
と
し
て
の
麟
団
。
剛
5

．四

O
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折
脚
學
研
究
　
　
肋
衆
二
噌
日
山
ハ
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
閃
国

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
ァ
ソ
ス
ト
季
レ
ス
の
至
言
的
存
在
（
穿
皆
目
ミ
獣
心
）
と
可
能
的
存
在
（
営
。
。
ミ
甲
羅
）
と
の
国
別
が
、
他
を
挨
た
す
し
て

存
在
し
得
る
も
の
と
他
を
倹
た
な
け
れ
ば
存
在
し
得
心
も
の
と
の
遜
測
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
槻
た
。

と
こ
ろ
で
斯
く
の
如
き
登
別
の
仕
方
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
身
も
語
る
如
く
（
筐
9
δ
δ
軸
；
）
、
プ
ラ
ト
ン
思
想

に
端
を
興
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
『
ビ
レ
ボ
ス
』
に
於
け
る
「
二
つ
の
も
の
が
存
在
す
る
。
一
は
野
際
的
に
存
在

し
、
一
は
恒
に
他
を
求
め
つ
、
存
在
す
る
」
（
巳
Ω
）
と
い
ふ
如
き
存
在
連
荘
に
支
配
さ
れ
て
み
た
の
で
あ
ら
う
○
而
も

プ
ラ
ト
ン
に
於
て
「
自
誓
的
存
在
」
が
最
高
存
在
で
あ
り
「
永
遠
的
な
る
も
の
」
で
あ
っ
た
（
勺
上
繭
琶
峯
砂
・
3
ρ
日
貯
μ
9
0
屋
・

始
争
歴
勲
お
9
＞
如
く
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
け
る
現
質
的
存
在
も
亦
斯
く
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
此
事
は
『
形

而
上
學
』
憲
⑭
第
八
章
の
窪
。
お
①
貯
に
關
す
る
叙
述
に
於
て
十
分
に
窺
は
れ
る
。
此
．
章
に
曾
て
ア
ソ
ス
ト
プ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
ロ
　
テ
　
ロ
　
ン

は
、
紅
霞
α
q
o
砂
が
置
薬
露
ぼ
よ
り
も
「
よ
り
先
な
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
列
暴
的
に
叙
べ
、
最
後
に
、
一
層
本
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

的
な
胸
倉
に
於
て
も
①
器
お
σ
む
は
身
塁
ヨ
営
よ
り
も
よ
り
先
な
る
擁
め
の
で
あ
る
と
謂
ひ
．
「
何
と
な
れ
ば
、
永
遠
的

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
る
も
の
（
尋
ミ
切
§
）
は
其
存
在
性
（
o
話
凶
9
）
か
ら
い
へ
ば
溝
滅
的
な
る
も
の
よ
り
も
よ
り
、
先
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

永
還
的
な
る
も
の
は
決
し
て
可
能
的
に
（
鳥
｝
・
§
§
o
ご
あ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
み
る
（
H
o
U
O
g
l
。
。
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ロ
シ
ア

又
少
し
後
に
は
「
端
的
に
清
滅
的
で
あ
る
と
は
存
在
性
に
塗
し
て
清
滅
的
で
あ
る
こ
と
を
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
端
酌

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ア
ユ
ナ
メ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ネ
ル
グ
イ
ア

に
不
滅
な
る
も
の
（
誌
二
丁
塁
暮
）
は
決
し
て
端
的
に
可
能
餉
に
あ
る
こ
と
は
な
く
…
…
…
－
其
等
は
現
難
業
に
あ
る
」



　
　
と
い
ふ
こ
と
を
述
べ
て
み
る
（
δ
8
ぴ
一
〇
一
易
）
。
　
つ
ま
り
我
々
は
、
プ
ラ
ト
ン
に
亡
し
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
の
漸
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
）

　
　
批
評
的
に
な
れ
る
こ
と
を
示
し
て
み
る
と
謂
は
れ
る
實
有
篇
に
於
て
も
「
永
遠
不
滅
」
と
い
ふ
意
味
の
超
越
者
の
存
在

　
　
に
博
す
る
主
張
を
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
o
琴
お
。
寅
が
　
身
罫
葺
ω
よ
り
も
よ
り
先
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
理

　
　
由
は
永
遠
的
な
る
も
の
が
諺
的
に
あ
・
こ
と
の
あ
り
得
ざ
・
爵
・
、
と
さ
れ
て
ゐ
・
こ
と
は
今
親
だ
如
一
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
ュ
ナ
メ
イ

　
　
る
が
、
こ
の
、
永
遠
的
な
る
も
の
が
可
能
的
に
あ
る
こ
と
の
あ
り
得
ざ
る
理
由
を
述
べ
る
に
方
り
、
　
ア
リ
ス
ト
テ
ン
ス

　
　
は
身
昌
鎚
乱
ω
の
存
在
性
上
の
不
安
定
性
を
蓮
べ
て
る
る
。
「
身
舜
叫
三
ω
は
凡
て
煽
反
す
る
二
者
の
二
）
δ
塁
’
尻
で
あ

　
　
る
。
と
い
ふ
の
は
、
存
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
も
の
は
何
も
の
、
裡
に
も
存
し
得
諏
で
あ
ら
う
が
、
可
能
な
る
も
の
は

　
　
凡
て
そ
れ
が
現
實
と
な
ら
ぬ
こ
と
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
こ
と
の
可
能
な
も
の
は
あ
る
こ
と
も
あ

　
　
ら
ぬ
こ
と
も
出
來
る
の
で
あ
り
、
岡
一
物
が
あ
る
こ
と
も
あ
ら
漁
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
あ
ら
ぬ

　
　
こ
と
の
可
能
な
も
の
は
あ
ら
ぬ
こ
と
も
出
來
る
。
然
る
に
あ
ら
譲
こ
と
の
出
來
る
も
の
は
吾
吾
的
な
も
の
で
あ
る
」

　
　
（
筐
9
囲
○
港
ぴ
Q
。
1
一
七
と
。
叢
に
は
日
興
σ
q
Φ
幣
と
蜀
立
ぜ
る
限
り
に
於
け
る
身
凹
軽
三
ω
の
意
味
が
明
瞭
に
表
は
さ

　
　
れ
て
る
る
。
α
登
呂
涜
を
し
て
。
器
お
。
冨
と
否
定
附
に
言
立
せ
し
め
て
み
る
も
の
は
身
箋
註
ω
自
身
の
不
安
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
性
・
動
揺
性
で
あ
る
。
現
實
化
す
る
こ
と
も
出
來
、
せ
諏
こ
と
も
寓
早
る
と
い
ふ
、
自
己
内
に
於
け
る
否
定
性
が
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
ま
、
o
ぎ
お
㊦
貯
に
封
ず
る
否
定
性
と
な
っ
て
み
る
。
而
も
。
轟
鰹
σ
q
o
賠
と
⊆
さ
類
書
δ
と
は
湘
封
齢
す
る
と
は
い
へ
、

　
　
§
凝
量
は
填
る
身
§
一
・
・
の
§
餐
・
と
し
て
、
又
身
§
硫
は
、
・
§
讐
に
於
て
雑
修
せ
ら
れ
る
、
回
る

醐
　
　
ア
翌
ト
テ
レ
ス
暴
け
る
婁
と
し
て
の
葺
．
　
　
　
　
　
塁
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匹
繭
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
し
　
サ

原
理
（
弩
9
0
）
と
し
て
、
結
び
つ
き
も
す
る
。
そ
こ
で
此
冠
者
は
同
一
事
態
の
肯
定
面
と
否
定
面
と
を
な
す
も
の
と
も

考
へ
ら
れ
る
。
併
し
此
場
合
に
も
、
肯
定
面
た
る
§
巽
σ
q
。
ぼ
は
否
定
面
た
る
薄
藍
ヨ
剛
ω
よ
り
よ
り
先
な
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ゴ
ス
　
ゲ
ノ
ロ
シ
ス

あ
る
こ
と
は
見
失
は
れ
て
は
な
ら
澱
。
「
窪
①
渥
①
貯
の
概
念
や
知
識
は
身
重
自
ω
の
愚
論
に
先
立
つ
」
（
薫
9
δ
お
び

q
）
と
謂
は
れ
る
。
¢
器
お
○
㌶
は
現
前
せ
る
事
實
で
あ
る
か
ら
島
饗
郵
鑓
δ
な
く
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
　
瓢
饗
郵
三
齢

は
窪
巽
σ
q
①
貯
な
し
に
は
考
へ
ら
れ
ぬ
と
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
叢
に
ア
ソ
ス
ト
プ
レ
ス
が
身
震
∋
冨
と
し
て
の

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

霧
。
回
お
か
ら
世
界
を
解
す
る
立
場
に
反
歯
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
こ
と
も
諭
せ
ら
れ
る
。
彼
は
寧
ろ
霧
爵
。
の
世
界
を

求
め
た
の
で
あ
ら
う
と
期
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
窪
。
お
○
㌶
こ
そ
彼
に
鞭
て
斯
か
る
始
源
的
領
域
を
意
零
す
る
も
の

で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
イ
デ
ア
を
も
そ
の
ξ
舜
ヨ
δ
性
の
故
に
承
認
し
な
か
っ
た
彼
は
（
塗
9
一
〇
岩
ぴ
Q
†
H
O
望

9
』
）
、
斯
く
の
如
き
意
昧
に
於
て
窪
韓
⑩
o
㌶
に
加
害
基
層
凶
ω
に
齢
す
る
存
在
性
上
の
優
位
を
輿
へ
た
の
で
あ
ら
う
。

叢
に
我
々
は
、
嚢
に
述
べ
た
附
帯
的
存
在
と
畠
雪
日
冨
と
い
ふ
存
在
性
に
基
づ
く
可
能
的
存
在
と
は
、
あ
る
こ
と

も
串
來
あ
ら
ざ
る
こ
と
も
出
留
る
故
を
以
て
存
在
論
的
に
低
位
に
遣
せ
ら
れ
、
此
等
に
反
し
て
①
一
δ
お
。
壁
と
い

ふ
存
在
性
に
基
づ
く
現
實
的
存
在
は
最
高
存
在
と
い
ふ
意
味
を
輿
へ
ら
れ
て
る
る
と
魏
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
携
以
上

で
事
態
は
ほ
や
明
か
に
な
っ
た
と
信
ず
る
が
、
9
δ
お
①
貯
は
あ
る
こ
と
も
底
心
あ
ら
ざ
る
こ
と
も
出
語
る
歌
態
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ン
カ
イ
オ
ン

な
い
と
い
ふ
こ
と
よ
り
し
て
黒
塗
的
存
在
に
は
更
に
「
必
然
性
」
を
も
慰
す
る
こ
と
が
出
帆
る
か
ら
（
舞
画
ぼ
ロ
・
回
8
0

げ
一
。
。
）
、
以
下
此
黙
を
中
心
と
し
て
今
少
し
く
現
實
的
存
在
に
潔
し
考
察
を
進
め
度
い
。
併
し
そ
れ
に
先
立
ち
、
あ



　
　
る
こ
と
も
串
來
あ
ら
ざ
る
こ
と
も
揖
穫
る
こ
と
を
以
て
、
邸
ち
和
反
す
る
結
果
の
何
れ
を
も
齎
ら
す
こ
と
が
出
來
る

　
　
こ
と
を
以
て
、
窪
。
轡
ひ
q
㊦
靭
と
島
覧
冨
ヨ
尻
と
を
匿
別
す
る
標
識
と
す
る
こ
と
に
は
一
つ
の
疑
問
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と

　
　
、
、
右
に
謂
ふ
「
必
然
性
」
は
近
代
の
用
語
に
於
け
る
そ
れ
と
は
か
な
り
相
違
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
氣
を
付
け
ね
ば
な

　
　
ら
澱
。
何
故
此
等
が
問
題
と
な
る
か
と
い
へ
ば
、
そ
れ
は
、
畠
奉
ヨ
置
に
も
或
る
意
味
で
必
然
性
が
画
せ
ら
れ
る
と

　
　
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
郎
ち
、
ア
ソ
ス
ト
プ
レ
ス
は
身
為
鼠
ω
に
「
理
性
的
」
と
「
非
理
性
的
」
と
の
二
種
を
分

　
　
ち
、
前
者
は
「
相
反
す
る
結
果
の
何
れ
を
も
齎
ら
す
こ
と
が
出
塁
る
」
が
、
後
者
は
「
た
や
一
つ
の
結
果
を
齎
ら
す
こ

　
　
と
が
出
簸
る
の
み
で
あ
る
」
と
謂
ひ
、
前
者
の
例
と
し
て
馨
術
が
病
身
と
健
康
と
の
何
れ
を
も
齎
ら
す
こ
と
が
出
來

　
　
る
こ
と
を
叙
べ
、
後
者
の
例
と
し
て
熱
が
専
ら
物
を
熱
し
得
る
の
み
な
る
こ
と
を
叙
べ
て
る
る
（
瞬
営
9
♪
｝
。
忘
8
・
下

　
馬
）
。
こ
れ
に
依
る
と
後
者
の
如
き
身
罫
慧
ω
は
「
必
然
性
」
を
曾
て
る
も
の
と
謂
ひ
得
る
か
も
知
れ
ぬ
。
併
し
な
が

　
　
ら
こ
の
「
必
然
性
し
は
①
器
薦
。
昼
の
「
必
然
性
」
と
は
異
る
。
身
§
ヨ
冨
の
右
の
如
き
匿
分
は
、
そ
れ
が
9
2
、
鷺
貯

　
　
と
優
別
さ
れ
だ
後
の
細
分
に
…
過
ぎ
蝕
○
成
程
、
熱
の
釦
き
鳥
饗
蚕
ヨ
δ
は
熱
す
る
こ
と
の
必
然
性
を
有
て
る
も
の
と

　
　
謂
ひ
得
る
か
も
知
れ
澱
が
、
さ
れ
ば
と
て
直
ち
に
加
熱
作
用
が
現
前
し
て
み
る
、
9
6
お
○
す
に
な
っ
て
み
る
と
は
い

　
　
は
れ
澱
。
何
と
な
れ
ば
熱
は
物
に
接
し
な
け
れ
ば
こ
れ
を
熱
す
る
こ
と
を
得
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
託
意
味
で
は
斯
か
る

　
身
舜
ヨ
冨
も
、
相
反
す
る
結
果
の
何
れ
を
も
齎
ら
す
こ
と
が
出
逸
る
も
の
と
い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
從
っ
て
、
十
分

　
　
な
る
意
味
に
於
て
は
必
然
性
を
有
つ
も
の
と
い
ひ
得
ぬ
で
あ
ら
う
Q
叢
に
謂
ふ
「
必
然
性
」
と
は
軍
に
狸
の
當
然
と
い

㎜
　
　
ア
リ
ス
下
テ
レ
ス
暴
け
ζ
塾
と
し
て
日
量
　
　
　
　
　
　
四
七
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八

ふ
如
き
こ
と
を
意
陳
ず
る
の
み
の
も
の
で
ば
な
く
、
事
態
の
現
前
を
意
味
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
○
以

上
で
豫
備
的
叙
述
を
諮
る
。
鍬
下
の
如
く
考
へ
れ
ば
、
能
動
・
受
動
の
存
す
る
庭
、
勝
義
の
0
5
①
お
①
㌶
は
考
へ
ら
れ
澱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
と
、
な
ら
う
Q
つ
ま
り
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
け
る
。
剛
お
お
○
聾
の
「
必
然
性
」
と
は
何
等
か
完
成
を
意
昧
す
る
も

の
で
あ
ら
う
。
「
建
築
し
つ
、
あ
る
者
が
建
築
家
に
、
醒
め
た
る
者
が
眠
れ
る
者
に
、
見
つ
、
あ
る
者
が
視
畳
を
有
っ

て
而
も
眼
を
閉
せ
る
者
に
、
質
料
か
ら
作
ら
れ
た
物
が
其
質
料
に
、
又
完
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
が
完
成
せ
ら
れ
ざ
る

も
の
に
樹
す
る
如
き
↓
此
等
の
西
橘
課
す
る
も
の
に
於
て
、
一
方
の
側
に
よ
っ
て
は
。
ご
。
お
Φ
貯
が
、
他
方
の
側
に

よ
っ
て
は
禽
蜜
p
声
肖
三
ω
が
示
さ
れ
て
み
る
」
（
筐
9
ρ
δ
斜
。
。
耳
鼻
み
O
）
と
謂
は
れ
る
が
、
右
の
諸
例
か
ら
我
々
は
、

　
　
　
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア

事
態
が
現
實
的
に
あ
る
と
は
そ
れ
が
完
成
せ
る
2
ρ
Φ
お
㊦
ず
に
於
て
印
せ
る
こ
と
な
る
を
知
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

こ
そ
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
は
屡
タ
○
零
お
。
す
と
い
ふ
語
を
完
成
（
討
ソ
。
＆
§
の
）
を
意
味
す
る
Φ
9
Φ
矧
。
げ
Φ
㌶
と
い
ふ
語
と

岡
義
的
に
用
み
て
み
る
の
で
あ
ら
う
Q
籾
斯
く
槻
ら
れ
た
る
①
琴
お
㊦
す
は
自
己
の
存
立
の
爲
に
他
を
要
せ
ぬ
と
い

ふ
黙
で
、
謝
立
者
な
き
自
己
充
足
的
な
静
態
で
あ
る
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
事
は
憲
⑧
の
第
六
章
の
、
①
器
お
Φ
猷

と
匹
琴
ω
凶
ω
と
の
樋
胴
さ
れ
て
る
る
個
庭
に
於
て
も
十
分
了
解
せ
ら
れ
る
。
「
行
き
つ
》
あ
る
と
同
時
に
行
っ
た
の
で

は
な
く
、
建
築
し
つ
、
あ
る
と
同
時
に
建
築
し
た
の
で
は
な
く
、
生
成
し
つ
、
あ
る
と
同
時
に
生
成
し
た
の
で
は
な

く
、
又
動
か
さ
れ
て
み
る
と
同
時
に
動
か
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
動
く
こ
と
、
動
い
た
こ
と
、
は
異
る
。
然
る
に
同

…
者
が
見
た
と
同
時
に
見
て
み
る
、
考
へ
る
と
二
時
に
考
へ
た
、
斯
か
る
後
者
の
如
き
を
自
分
は
野
卑
σ
q
Φ
壁
と
謂



　
　
ひ
、
前
者
の
如
き
を
ぎ
6
の
置
と
謂
ふ
」
（
δ
↑
。
。
び
ω
○
よ
訊
）
。
つ
ま
り
Φ
琴
お
①
す
の
「
必
然
性
」
と
は
「
見
る
」
「
考
へ
る
」

　
　
等
の
こ
と
に
よ
っ
て
例
示
さ
れ
る
如
き
直
接
的
明
謹
的
事
實
に
依
擦
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
る
た
の
で
あ
ら
う
。

　
　
拐
叢
に
○
器
お
○
㌶
に
難
し
上
家
槻
來
つ
た
所
の
一
切
を
綜
合
す
れ
ば
、
誰
し
も
先
づ
此
概
念
の
現
象
學
的
性
格
に

　
　
氣
付
か
ざ
る
を
得
ぬ
で
あ
ら
う
。
　
フ
ソ
セ
〃
も
精
帥
現
象
欝
欝
與
膿
験
の
必
然
性
の
故
に
超
越
的
存
在
を
排
し
た
の

　
　
で
あ
り
、
　
「
事
物
的
存
在
は
決
し
て
所
叢
書
に
よ
っ
て
必
然
的
と
要
求
せ
ら
れ
る
存
在
で
は
な
く
、
或
る
方
式
で
恒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
ブ
ハ
フ
ト

　
　
に
偶
然
的
な
存
在
で
あ
る
」
（
H
島
O
①
コ
・
　
ω
●
　
○
○
ひ
）
と
か
「
一
切
の
等
身
的
な
所
與
の
事
物
的
な
る
も
の
は
あ
ら
澱
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
プ
ハ
フ
ト

　
　
可
能
で
あ
る
が
、
如
何
な
る
生
動
的
な
所
與
膿
験
も
あ
ら
ぬ
こ
と
は
可
能
で
な
い
」
（
随
瓢
e
と
か
蓮
べ
て
る
る
。
薙

　
　
に
我
々
は
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
の
窪
Φ
お
Φ
壁
と
フ
ソ
セ
ル
の
純
粋
意
識
と
の
問
に
或
る
類
似
を
認
め
ざ
る
を
得
譲
の

　
　
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
我
々
は
叉
、
右
の
如
き
窺
方
の
許
さ
れ
澱
側
面
を
も
認
め
ざ
る
を
得
濾
。
邸
ち
、
①
コ
。
お
①
貯

　
　
に
も
二
つ
の
場
合
が
薫
別
さ
れ
て
る
る
こ
と
を
肴
過
し
得
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
の
二
つ
の
場
合
と
は
、
被
生
成
物
が
能

　
　
力
の
使
用
以
外
の
何
も
の
か
で
あ
る
場
合
帥
ち
窪
・
お
①
冨
が
作
ら
れ
る
も
の
、
裡
に
あ
る
場
合
と
、
①
器
磧
Φ
す
以

　
　
外
に
何
等
の
所
産
の
無
い
場
合
邸
ち
讐
Φ
お
Φ
貯
が
其
等
自
身
の
裡
に
あ
る
場
合
と
で
あ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
オ
　
リ
ア

　
　
建
築
活
動
と
機
織
り
活
動
が
墓
・
げ
ら
れ
、
後
、
者
に
就
て
は
「
見
る
こ
と
は
見
る
者
の
裡
に
あ
り
、
槻
想
は
槻
越
す
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
ぎ
エ
　

　
　
の
裡
に
あ
り
、
生
命
は
霧
饗
竃
の
裡
に
あ
り
、
、
又
從
っ
て
幸
編
も
窃
旨
冨
の
裡
に
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
み
る

　
　
（
窓
Φ
欝
9
●
㊥
。
。
L
8
0
ρ
い
マ
び
囲
）
。
叢
に
我
々
は
後
者
に
現
象
學
的
な
る
も
の
を
認
め
る
と
同
時
に
前
者
に
於
て

㎜
　
　
ア
装
ト
テ
レ
ス
に
於
け
ろ
婁
と
し
て
智
喜
　
　
　
　
　
　
翌
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五
〇

「
働
く
者
」
と
「
働
か
れ
る
者
」
（
能
動
者
と
受
動
者
）
と
の
存
在
に
氣
付
か
ざ
る
を
得
ぬ
。
一
般
に
、
受
動
者
は
能
動
者
に

讃
し
て
身
舜
ヨ
δ
の
歌
態
に
あ
る
も
の
と
謂
は
れ
る
。
能
動
者
と
受
動
者
と
が
離
れ
て
あ
る
限
り
、
受
動
者
は
受

動
の
能
力
を
有
っ
て
居
り
、
そ
の
受
動
の
原
理
が
身
轟
ヨ
δ
で
あ
る
。
ア
ジ
ス
ト
プ
レ
ス
の
言
葉
に
依
れ
ば
「
他
者

の
裡
に
あ
る
所
の
、
或
は
他
者
と
し
て
の
、
そ
れ
唐
身
の
裡
に
あ
る
所
の
蓮
動
或
は
鹸
化
の
原
理
」
で
あ
る
（
陣
互
9

♪
δ
急
ぴ
曾
＋
o
喝
・
レ
H
♪
δ
一
〇
9
δ
）
。
他
方
能
動
の
原
理
は
恒
に
自
己
内
に
把
持
さ
れ
た
能
力
性
を
介
し
て

自
己
内
還
着
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
此
際
鑓
・
ユ
ぎ
昌
た
る
能
力
性
は
一
面
に
①
器
お
①
嘗
と
考
へ
ら
れ
る
と
共
に

他
面
に
は
自
鞍
ρ
9
ヨ
冨
と
も
零
点
さ
れ
て
る
る
と
考
へ
ざ
る
を
得
滋
。
何
れ
も
同
一
者
に
關
は
つ
て
み
る
。
そ
の
同

一
者
が
能
動
と
受
動
と
に
分
裂
す
る
限
り
、
否
受
動
者
た
る
者
が
能
動
す
る
自
己
運
動
に
開
は
る
限
り
、
q
善
ミ
蹄

（
弓
旨
く
霧
δ
）
が
郎
ち
聡
い
の
（
冨
び
ぎ
ω
）
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
面
が
あ
る
Q
「
若
し
も
ω
8
お
。
・
一
ω
が
何
等
か
の
意
味
で

9
賦
ω
で
あ
る
な
ら
ば
、
　
一
切
は
所
持
（
U
、
①
k
o
ミ
）
に
よ
っ
て
何
も
の
か
で
あ
る
だ
ら
う
」
（
凶
ぼ
9
レ
囲
。
お
び
¶
）
と
い
ふ

言
葉
も
斯
く
て
理
解
し
得
る
如
く
思
は
れ
る
。
「
若
し
も
」
以
下
は
、
無
論
肯
定
的
に
語
ら
れ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、

誓
事
は
『
蓋
然
學
』
に
於
て
「
。
。
8
お
砂
置
は
或
る
意
味
で
形
相
で
あ
る
」
と
謂
は
れ
て
る
る
駈
（
ご
ご
ポ
お
O
び
お
）
か
ら
も

閉
か
で
あ
る
（
男
○
ω
P
レ
畦
酵
9
哉
の
鷺
簿
碧
一
憂
ω
酬
。
P
O
9
μ
μ
ヨ
塞
け
・
く
○
ピ
劃
ワ
寵
囲
）
。
働
き
を
規
定
す
る
所
持
と
し
て

の
冨
匠
ψ
は
蕾
に
働
き
を
規
定
す
る
の
み
な
ら
す
、
眞
の
能
動
者
の
明
か
に
さ
れ
て
居
ら
澱
ア
リ
ス
ト
プ
レ
ス
の
運

動
論
に
於
て
は
自
ら
能
動
者
の
位
置
を
奪
っ
て
み
る
か
の
如
く
見
え
る
。
と
に
か
く
能
動
の
働
き
は
自
己
内
に
於
て



　
　
他
者
に
行
煮
る
の
で
あ
る
σ
ぎ
雛
ω
そ
の
も
の
が
能
動
者
の
如
く
働
ぐ
な
ら
ば
、
働
く
も
の
そ
の
も
の
が
働
き
に
と

　
　
つ
て
の
他
者
と
い
は
ざ
る
を
得
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
露
頭
δ
は
今
立
に
働
い
て
居
ら
澱
と
い
ふ
意
味
で
は
畠
塁
p
凱
ω

　
　
で
あ
り
、
身
舜
巳
。
。
は
質
料
性
を
離
れ
て
は
考
へ
ら
れ
澱
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
て
象
。
お
。
㌶
も
自
己
の
内

　
　
に
他
者
性
を
含
ん
で
み
る
と
い
は
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
叢
に
我
々
は
、
前
掲
引
用
文
に
於
け
る
、
「
機
織
り
活
動
」
に

　
　
於
け
る
「
機
織
り
人
」
、
「
建
築
活
動
」
に
於
け
る
「
建
築
家
」
等
を
右
に
い
へ
る
如
き
他
者
性
を
権
へ
る
も
の
と
擬
る
と

　
　
同
時
に
、
「
見
る
こ
と
」
に
浮
す
る
「
見
る
者
」
、
「
凱
想
」
に
織
す
る
「
，
槻
想
す
る
者
」
、
「
，
生
命
」
に
貢
す
る
V
霧
《
9
0
《

　
　
等
を
も
斯
く
の
如
き
も
の
と
槻
ざ
る
を
得
ぬ
。
蕪
か
ら
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
の
○
器
薦
①
貯
が
超
越
的
者
を
排
除
し
去

　
　
つ
て
の
「
残
聴
」
を
意
昧
す
る
も
の
と
の
み
は
考
へ
ら
れ
す
、
寧
ろ
超
越
黒
黒
に
纒
綿
せ
ら
れ
て
成
せ
る
も
の
と
も
考

　
　
へ
ら
れ
る
所
以
を
理
解
し
得
る
。
斯
く
て
質
料
性
が
あ
く
ま
で
主
膿
性
に
附
纒
ひ
、
こ
れ
に
と
っ
て
の
不
可
敏
の
契

　
機
を
な
し
て
み
る
所
以
も
理
解
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
此
故
に
、
一
）
鎗
9
。
は
奔
る
時
に
は
「
人
」
の
①
器
お
①
貯
的
↓
面

　
　
と
し
て
語
ら
れ
な
が
ら
、
又
騙
る
時
に
は
「
入
」
の
質
料
性
を
奪
っ
て
自
ら
「
生
膿
」
の
位
置
に
坐
れ
る
の
観
を
呈
す
る

　
　
の
で
あ
る
。
現
實
的
存
在
甥
可
能
的
存
在
の
問
題
の
考
察
を
通
し
、
叢
に
計
ら
ず
も
我
々
は
、
》
嶺
饗
冨
《
と
「
人
」

　
　
と
に
關
…
す
る
問
題
の
解
決
を
得
た
○
つ
ま
り
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
て
は
、
℃
。
・
団
。
げ
Φ
は
Φ
雛
興
σ
q
o
貯
で
も
あ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「
主
膿
」
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
℃
蔓
9
0
が
軍
に
「
質
料
や
ξ
℃
o
犀
魯
ρ
ρ
o
ぎ
影
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
」
こ
と

　
も
亦
野
馬
で
あ
る
。
薪
く
て
右
に
先
立
て
る
問
題
も
解
か
れ
た
。
併
し
爾
残
さ
れ
た
問
題
が
あ
る
Q
そ
れ
は
℃
ω
）
δ
ぎ

麟
　
　
ア
！
～
ア
レ
ス
暴
緊
。
露
と
し
あ
馨
．
　
　
　
　
　
璽
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五
ご

が
、
o
琴
お
①
β
若
し
く
は
Φ
幕
○
♂
魯
。
貯
で
あ
る
こ
と
の
意
味
如
何
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
Q
上
來
我
々
は
ア
ソ
ス
ト

テ
レ
ス
に
於
け
る
娼
筆
工
①
が
Φ
器
臓
Φ
轄
若
し
く
は
①
暮
包
Φ
9
Φ
貯
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
つ
、
も
、
そ
れ
が
如
何

な
る
意
味
に
於
て
“
あ
る
か
の
問
題
に
は
煮
れ
穴
．
か
っ
た
。
以
下
ア
リ
ス
ト
テ
ン
ス
が
奮
い
δ
冨
を
專
ら
の
研
究
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）

象
と
せ
る
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
の
叙
述
を
辿
り
つ
、
考
察
を
進
め
る
σ

註
一
、
］
－
器
暇
興
・
》
門
尻
8
件
鮎
Φ
。
α
●
も
◎
・
い
£
二
参
照
。

註
二
、
『
實
有
事
』
に
見
出
さ
れ
る
ア
ポ
リ
ァ
を
開
．
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
於
け
る
二
二
を
通
し
て
考
察
す
る
と
い
ふ
如
き
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
、
と

　
　
い
ふ
こ
と
が
藪
に
問
題
と
な
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
藺
，
實
有
簸
』
と
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
と
が
そ
の
成
立
年
代
上
甚
だ
し
く
相
押
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
る

　
　
べ
き
照
臨
も
無
い
か
ら
、
此
等
は
許
さ
れ
る
と
思
ふ
。
併
し
な
が
ら
蒋
し
此
轟
が
文
獄
的
乃
至
諸
他
の
研
究
の
結
呆
許
さ
れ
ぬ
と
す
れ
ば
、

　
　
以
下
は
既
小
論
の
筆
嚢
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
用
語
を
借
り
て
任
意
に
構
成
せ
る
問
題
嘘
理
で
あ
り
、
從
っ
て
其
結
論
は
彼
一
箇
の
解
灘
た

　
　
る
の
意
昧
を
有
す
る
に
止
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
『
デ
・
ア
ニ
こ
に
於
け
る
、
夫
の
有
名
な
定
義
に
依
れ
ば
、
塁
苞
δ
は
「
有
機
的
な
る
自
然
朧
の
第
一
の
2
“
置
？

畠
Φ
宣
」
（
霞
堤
ン
芝
。
§
鄭
霜
息
↓
唱
9
㌫
蚕
ぎ
の
曾
q
ミ
。
Q
号
餐
ミ
さ
や
騨
♂
嘉
憲
ご
’
い
一
ひ
）
で
あ
る
。
自
然
膿
の
或
る
も
の

は
生
命
を
有
ち
他
の
も
の
は
有
た
ぬ
（
凶
瓢
9
七
D
m
二
ω
）
。
　
有
て
る
も
の
が
「
有
機
的
な
自
然
膿
」
で
あ
る
（
薫
9

嘉
冨
9
蕊
）
。
「
第
一
の
。
油
平
Φ
畠
①
貯
」
と
は
、
①
韓
9
0
σ
冨
貯
の
二
義
の
中
の
一
方
を
指
す
。
其
二
義
と
は
、
　
一
は

　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
知
識
そ
の
も
の
に
類
飼
的
な
も
の
」
（
禽
砺
ミ
薯
嘗
芭
、
他
は
「
知
識
．
す
る
こ
乏
に
類
洞
的
な
も
の
」
（
禽
さ
飾
e
嵐
こ



　
　
で
あ
る
（
筐
9
七
い
9
に
占
U
）
。
故
に
夫
の
「
第
一
の
」
と
は
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
に
宛
て
℃
塁
魯
。
の
①
暮
鮎
①
9
Φ
㌶
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
る
こ
と
の
意
昧
が
「
知
識
そ
の
も
の
と
類
同
的
な
も
の
」
な
る
こ
と
を
意
署
す
る
も
の
で
あ
る
（
8
箆
．
轟
罵
餌
』
Q
）
o

　
　
斯
く
て
℃
超
。
U
δ
の
定
義
に
就
て
一
兵
の
理
解
は
出
來
た
○
併
し
叢
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
更
に
「
冨
団
畠
①
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ち
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ケ
イ
ン

　
　
す
る
所
に
は
睡
眠
も
豊
醒
も
あ
る
○
そ
し
て
畳
醒
は
知
識
す
る
こ
と
に
類
同
的
で
あ
り
、
睡
眠
は
そ
れ
の
所
持
〔
帥

　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ネ
ル
ゲ
イ
’
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
ち
知
識
そ
の
も
の
〕
に
類
同
的
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
働
か
す
こ
と
〔
即
ち
知
識
す
る
こ
と
〕
に
類
岡
的
で
は
な
い
」

　
　
（
毛
掻
．
轟
篇
9
』
ω
占
ひ
）
と
説
明
さ
れ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
此
説
明
の
交
面
に
依
る
と
℃
ω
）
δ
じ
○
は
睡
眠
と
畳
醒
と

　
　
の
爾
者
を
自
己
内
に
含
む
も
の
と
さ
れ
て
居
り
、
斯
く
て
は
前
の
明
言
に
も
拘
ら
す
、
霧
）
乱
5
は
。
暮
2
①
9
0
す
の

　
　
二
義
を
併
せ
有
つ
と
考
へ
ざ
る
を
得
澱
○
こ
れ
は
如
何
な
る
こ
と
を
画
論
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
〇
一
般
に
も
§
、
⑳
・
。
陶
・

　
　
的
な
。
暮
①
富
畠
。
貯
は
穿
ミ
ま
㌃
心
的
な
。
暮
色
○
畠
。
β
に
内
含
さ
れ
、
前
者
は
後
者
に
よ
っ
て
可
能
に
さ
れ
る
の

　
　
で
あ
っ
て
、
そ
れ
《
＼
に
濁
立
性
が
韓
…
せ
ら
る
べ
き
で
は
．
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。
斯
く
の
如
き
問
題
は
｝
見
徒
ら
に

　
　
詮
議
的
な
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
が
、
『
デ
・
ア
ニ
こ
客
好
の
叙
述
に
於
け
る
ア
ソ
ス
ト
ラ
レ
ス
思
想
の
表
現
上
の

　
　
　
（
註
㎜
）

　
　
混
鼠
に
注
意
す
る
者
に
は
輕
親
田
來
ぬ
問
題
で
あ
る
。
要
す
る
に
此
問
題
は
、
ア
ソ
ス
ト
プ
レ
ス
に
依
っ
て
弓
ω
k
o
審

　
　
が
身
膿
の
形
祁
若
し
く
は
．
。
馨
鮎
8
9
㌶
と
謂
は
れ
る
時
の
、
形
相
・
質
料
の
問
題
を
介
し
て
根
源
的
に
解
回
せ
ら

　
　
る
べ
き
も
の
と
思
ふ
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
も
累
k
9
Φ
は
生
命
の
原
理
で
あ
っ
た
（
筐
9
血
O
p
謡
ム
♪

　
切
＋
七
ひ
ρ
㏄
1
ゆ
）
o
從
っ
て
嶺
）
色
さ
が
身
膿
の
形
相
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
℃
ω
）
δ
ぎ
が
出
域
を
し
て
生
命
あ

蜥
　
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
け
る
量
と
し
て
の
暮
．
　
　
　
　
　
　
五
三
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五
四

ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ュ
ナ
メ
イ

　
　
ら
し
め
て
み
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
、
「
甥
胃
ぎ
ば
可
能
的
に
生
命
を
有
て
る
二
才
膿
の
形
相
で
あ
る
と
い
ふ
意
味

　
　
に
於
て
o
o
ω
㌶
で
あ
る
」
と
謂
は
れ
て
る
る
（
ま
罫
罰
H
＼
｝
記
9
お
占
H
）
o
併
し
此
言
葉
は
生
命
力
そ
の
も
の
た
る

　
　
℃
ω
団
。
び
。
と
い
ふ
猫
立
存
在
が
身
膿
と
い
ふ
質
料
に
吹
込
ま
れ
る
と
い
ふ
・
如
き
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
な
く
、
寧
ろ

　
　
身
膿
の
機
能
的
一
面
の
概
念
化
の
結
果
を
語
っ
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
此
事
は
℃
昌
9
Φ
が
亀
q
ミ
・
Ψ
§
誌
さ
㌣
ソ
ミ
ミ

　
　
と
謂
は
れ
、
響
い
て
「
斧
の
比
喩
」
が
述
べ
ら
れ
て
み
る
所
か
ら
も
痩
せ
ら
れ
る
（
一
σ
一
回
目
嘉
【
1
9
ぴ
H
o
一
匹
ぶ
）
。
要
す
る
に

　
　
℃
ω
）
色
δ
と
身
禮
と
は
決
し
て
離
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
娼
昌
9
①
な
き
身
膿
も
、
身
上
な
き
唱
昌
魯
①
も
存
し
得

　
　
訟
と
考
へ
ら
れ
た
。
℃
塁
9
心
な
き
血
膿
が
存
し
得
ぬ
、
即
ち
質
料
と
し
て
の
身
腱
が
決
し
て
差
立
的
な
存
在
を
有

　
　
つ
も
の
で
な
い
と
い
ふ
側
面
は
、
「
目
は
視
力
の
質
料
で
あ
る
。
視
力
が
鉄
け
て
る
る
7
3
ひ
ら
目
は
無
い
の
で
あ
る
」

　
　
（
筐
斜
七
D
ぴ
b
O
ム
同
）
と
か
「
生
か
し
め
る
能
力
を
有
つ
℃
紹
魯
。
を
失
っ
た
も
の
は
身
騰
で
は
な
い
。
そ
の
一
）
超
。
｝
6

　
　
を
有
っ
も
の
が
身
膿
で
あ
る
」
（
量
自
三
幽
憲
ぴ
よ
占
ひ
）
と
か
の
言
葉
か
ら
察
せ
ら
れ
、
次
に
身
膿
な
き
℃
峻
9
①
が
存

　
　
し
得
ぬ
と
い
ふ
こ
と
、
即
ち
「
M
）
ω
）
或
6
が
身
膿
か
ら
離
れ
て
そ
れ
自
膿
に
な
る
」
（
目
四
一
P
叶
O
コ
鳩
H
）
げ
即
O
q
O
・
　
ひ
N
　
O
）
と
い
ふ

　
如
き
考
へ
方
に
調
す
る
反
謝
は
、
召
ω
）
δ
冨
は
恒
に
或
る
身
膿
と
共
に
あ
る
か
ら
、
言
下
か
ら
不
可
分
で
あ
る
L
（
薫
斜

　
》
ど
轟
。
ω
ρ
ぶ
山
ひ
）
と
い
ふ
言
葉
に
も
表
は
れ
て
る
る
（
更
に
O
由
．
］
W
ポ
七
〇
ρ
ナ
資
み
9
お
1
8
）
○
℃
蔓
9
①
と

　
　
い
ひ
身
膿
と
い
ふ
も
、
此
等
は
畢
覧
「
生
物
」
即
ち
生
命
を
有
て
る
自
然
膿
に
於
け
る
二
側
面
に
過
ぎ
繊
と
さ
れ
た
と

　
考
へ
ら
れ
る
。
籾
、
斯
く
考
へ
れ
ば
問
題
は
既
に
解
決
さ
れ
て
み
る
如
く
に
も
見
え
る
。
併
し
實
は
暫
く
然
見
え
る



　
　
に
過
ぎ
ぬ
。
若
し
飽
食
な
ら
ば
づ
塁
9
0
と
身
騰
と
は
「
混
合
」
と
し
て
の
「
人
」
を
形
成
す
る
二
要
素
に
過
ぎ
滋
も
の

　
　
と
な
っ
て
、
相
互
に
異
他
的
な
、
即
ち
相
互
に
否
定
し
合
ふ
關
係
は
考
へ
ら
れ
澱
。
而
も
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
を
仔
細
に
譲

　
　
め
ば
、
唐
然
膿
は
可
能
的
に
す
ら
必
ず
し
も
生
命
を
有
す
る
も
の
で
は
7
3
ひ
く
（
薫
9
負
』
騨
M
Q
）
、
他
方
曇
る
℃
超
魯
①

　
　
は
身
膿
か
ら
離
見
的
で
あ
り
得
る
（
ミ
鳥
玉
■
轟
勲
ひ
る
）
と
激
へ
ら
れ
る
。
且
、
「
9
琶
Φ
。
難
壁
と
し
て
の
b
塁
畠
Φ
と

　
　
身
膿
と
の
關
…
係
は
船
頭
と
舟
と
の
關
係
の
如
き
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
不
題
で
あ
る
」
（
薫
9
七
ω
欝
。
。
ゐ
）
と
謂
は
れ

　
　
る
所
な
ど
よ
り
し
て
問
題
の
解
決
が
淡
し
て
容
易
で
な
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
蕪
に
於
て
我
々
は
二
つ
の
も
の

　
　
、
異
他
性
の
極
化
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
の
、
夫
の
第
一
形
相
・
第
一
質
料
の
概
念
を
媒
介
に
し
て
考
察
を
進
め
る
べ

　
　
き
で
あ
る
か
と
も
思
ふ
。
と
こ
ろ
が
此
爾
概
念
は
稽
も
す
れ
ば
存
在
島
上
の
段
階
的
な
上
下
の
雨
極
と
考
へ
ら
れ
、

　
　
幸
く
て
中
間
段
階
に
位
す
る
諸
現
實
者
は
當
然
其
爾
者
の
消
長
に
因
っ
て
成
果
し
た
綜
合
統
一
膿
と
い
ふ
こ
と
、
な

　
　
つ
て
、
叢
に
於
て
も
現
下
的
な
甥
立
そ
の
も
の
は
何
等
問
題
と
な
ら
な
く
な
っ
て
斬
る
。
そ
こ
で
我
々
は
斯
く
の
如

　
　
く
美
和
的
に
眺
め
ら
れ
た
第
　
形
相
・
第
一
質
料
を
問
題
に
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
斯
か
る
概
念
的
雨
量
を
介
し
て
思
惟

　
　
さ
れ
る
形
相
・
質
料
の
作
用
的
相
克
そ
の
も
の
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。
而
も
此
問
題
に
幽
し
て
は
、
本
四
中
間

　
的
段
階
に
位
羅
を
占
め
る
人
聞
存
在
の
倫
埋
約
朕
況
の
槻
察
と
い
ふ
こ
と
を
手
が
か
り
に
す
る
外
解
決
の
途
は
あ
る

　
　
ま
い
Q
恒
に
乖
離
・
分
裂
・
動
揺
等
の
契
機
を
孕
む
人
間
存
在
と
い
ふ
基
礎
的
存
在
の
理
解
の
上
に
こ
そ
、
存
在
者
の

　
存
在
朕
況
も
最
も
具
膿
的
に
解
鐸
さ
れ
る
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

㎜
　
　
ア
翌
｝
テ
レ
ス
に
於
け
る
婁
と
し
て
の
葺
。
　
　
　
　
　
蓋
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折
闘
學
研
究
　
第
二
百
轟
ハ
十
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ド
マ

　
プ
ラ
ト
ン
的
な
倫
理
槻
に
依
れ
ば
、
身
騰
は
腰
｝
δ
財
①
の
爲
に
は
否
定
さ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ウ
ダ
イ
モ
ニ
ア

ス
に
於
て
は
、
徳
を
其
源
泉
と
す
る
幸
輻
の
釈
態
が
人
間
努
力
の
目
標
と
さ
れ
て
み
る
が
、
「
幸
鵬
」
と
は
℃
。
・
団
。
犀
①

の
｝
つ
の
性
質
的
規
定
で
あ
り
（
嵐
。
婁
喜
．
㊥
・
。
L
o
U
o
ぴ
H
）
、
周
知
の
如
く
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
學
』
に
於
て
は
、

　
　
　
　
　
ア
レ
テ
　

幸
編
と
は
「
徳
に
從
へ
る
づ
塁
。
げ
①
の
雲
㊦
お
。
貯
」
（
鳶
§
の
窯
ミ
鼠
§
↓
、
暑
・
↓
曽
）
と
規
定
さ
れ
て
る
る
（
》
H
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

＝
o
Q
勲
U
よ
）
Q
而
も
「
我
々
は
入
の
徳
と
い
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
入
の
岩
膚
の
そ
れ
を
で
は
な
く
、
駆
）
δ
げ
。
の
そ
れ

リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
意
味
す
る
。
何
と
な
れ
ば
我
々
は
昏
睡
を
慣
ω
賓
。
ゲ
。
の
㊦
【
δ
お
。
貯
と
呼
ぶ
の
だ
か
ら
」
（
｛
び
｛
（
ゲ
＝
○
勧
斜
囲
、
ひ
一
ζ
）
と

謂
は
れ
る
に
至
っ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
蜜
遂
δ
の
窪
。
お
Φ
賦
」
な
る
も
の
も
、
矢
張
り
身
膿
か
ら
特
に
厩
別

さ
れ
淀
、
極
言
す
れ
ば
身
膿
の
否
定
を
意
昧
す
る
も
の
と
考
へ
ざ
る
を
得
澱
如
く
な
っ
て
み
る
。
と
こ
ろ
で
叢
に
注

意
す
べ
き
こ
と
は
、
「
℃
昌
畠
①
の
魯
。
お
①
鞍
」
は
或
る
條
件
下
に
あ
る
、
帥
ち
徳
に
從
ふ
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ

と
さ
れ
て
み
る
が
、
徳
は
｝
種
の
げ
①
嵐
Q
。
で
あ
っ
て
（
3
遂
．
b
H
摯
＝
○
ψ
勲
O
よ
P
切
曾
H
δ
ひ
9
H
o
ム
』
）
、
超
験

的
な
規
範
の
如
き
も
の
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
右
に
謂
ふ
「
娼
ω
団
。
げ
。
の
徳
」
は
．
「
℃
塁
。
げ
①
の
三
図
δ
」
と

解
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
○
此
事
は
「
人
の
徳
」
が
知
識
．
的
（
切
§
ぎ
三
々
の
）
と
倫
理
的
（
“
Ψ
泌
ミ
曽
）
と
に
分
た
れ
、

後
者
は
「
習
慣
か
ら
（
磯
竃
ミ
の
）
生
す
る
」
と
調
は
れ
る
時
、
（
ま
達
’
し
づ
ご
＝
○
ω
9
同
†
q
）
、
最
も
顯
著
で
あ
る
。
倫

理
的
徳
は
習
慣
に
よ
っ
て
生
成
す
る
、
と
謂
は
れ
て
る
る
こ
と
か
ら
我
々
は
『
形
而
上
學
』
中
の
生
成
論
を
想
超
せ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
（
N
ざ
δ
鴛
9
日
出
ω
）
○
其
虞
に
鴨
仏
さ
れ
て
る
る
如
き
生
成
の
命
毛
か
ら
す
れ
ば
、
徳
の
生



　
　
へ

　
　
成
も
偶
然
に
よ
っ
て
（
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
リ
象
一
『
O
　
『
象
ぐ
↓
O
嚢
象
↓
O
爆
）
か
登
記
に
よ
っ
℃
（
＄
甑
q
3
か
技
術
に
よ
っ
て
愈
⇒
ぴ
訣
澱
§
の
）
か
、
其
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
レ
テ
け
　
テ
ク
ネ
　

　
　
何
れ
か
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
が
、
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
學
』
に
於
て
徳
と
技
術
と
が
比
較
さ
れ
て
る
る
こ
と

　
　
（
切
ご
H
H
O
い
げ
。
。
｝
ω
”
嵩
。
U
9
ゆ
）
等
か
ら
し
て
、
我
々
は
こ
れ
が
技
術
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ざ
る
を
得
澱
の
で

　
　
あ
る
。
尤
も
＝
8
9
』
ひ
以
下
等
で
は
爾
者
の
相
違
が
述
べ
ら
れ
て
み
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
マ
〈
類
同

　
　
的
に
考
へ
ら
れ
て
る
る
一
面
を
も
見
逃
す
こ
と
が
出
來
ぬ
の
で
あ
b
、
此
一
面
に
注
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
技
術

　
　
の
所
持
」
と
い
ふ
言
葉
に
尽
し
て
「
徳
の
所
持
」
と
い
ふ
言
葉
の
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
（
H
い
い
＝
．
δ
訟
ぴ
ポ
D
）
意
味
も
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
せ
ら
れ
、
徳
が
技
術
的
な
能
力
に
類
し
た
も
の
と
考
、
へ
ら
れ
て
る
た
で
あ
ら
う
こ
と
を
も
知
る
の
で
あ
る
。
又
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
に
よ
っ
て
ア
リ
ス
ト
ナ
レ
ス
の
「
徳
」
が
持
つ
こ
と
の
軍
畑
る
、
主
膿
に
と
っ
て
郵
自
的
な
国
立
存
在
で
あ
っ
て
近
世

　
的
な
そ
れ
の
如
く
、
そ
れ
に
於
て
主
膿
の
否
定
郎
肯
定
さ
れ
る
無
と
し
て
の
原
理
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
い
ふ
こ
と

　
　
も
知
ら
れ
る
。
輝
く
て
我
々
は
曇
に
　
℃
ω
《
o
犀
①
”
概
念
の
考
察
に
於
て
遭
遇
せ
る
と
頗
る
相
似
た
問
顧
｝
を
見
出
す
。

　
℃
超
。
げ
。
は
Φ
コ
8
ざ
。
げ
Φ
猷
と
は
．
謂
は
れ
る
が
、
奪
電
§
ざ
唱
的
な
○
暮
虹
①
o
び
○
貯
と
謂
は
れ
る
所
か
ら
、
そ
の
働
き
は

　
何
等
か
能
力
的
な
も
の
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
、
も
§
、
o
ご
的
な
も
の
も
霧
閤
げ
。
に
薦
す
る
と
し
て
も
、
こ
れ
亦

　
晋
ミ
ま
§
的
な
も
の
に
包
ま
れ
て
る
る
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
而
も
『
形
而
上
學
』
中
に
於
て
明
言
さ
れ
て

　
　
み
る
所
に
依
れ
ば
、
砺
§
q
ま
§
は
母
夢
ヨ
置
で
あ
る
（
㊥
♪
同
9
甲
ひ
び
H
ひ
山
団
）
。
次
に
我
々
は
℃
塁
畠
①
の
形
相
的

　
性
格
を
、
こ
れ
を
極
化
し
た
上
で
理
解
し
よ
う
と
し
、
「
℃
珍
。
ぎ
の
窪
①
お
①
す
」
と
謂
は
れ
る
幸
煽
の
概
念
を
考
察
「

㎜
　
　
ア
翌
よ
レ
歪
於
け
ろ
曇
と
し
て
害
喜
　
　
　
　
　
　
毫
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五
八

1
　
　
し
だ
の
で
あ
る
が
、
叢
に
も
我
々
は
訂
×
δ
と
い
ふ
暗
い
原
理
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
幸
薦
と
は
霧
。
お
。
㌶
な
る
が
故
に
冨
メ
♂
に
非
す
、
と
閣
言
さ
れ
な
が
ら
（
国
些
●
暴
P
因
暫
H
ミ
ひ
9
呂
レ
い
轟
）
、

　
「
霧
旨
げ
。
の
窪
。
お
。
量
」
が
「
言
下
」
と
い
ふ
意
味
を
有
ち
得
る
爲
に
は
、
自
己
と
否
定
的
に
心
立
せ
る
ゲ
。
賦
。
。
に
規

　
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
の
で
あ
る
○
籾
、
以
上
は
如
何
に
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
我
々
は
先
づ
次
の
如
き

　
　
こ
と
に
注
意
す
る
。
即
ち
び
Φ
臨
の
は
窪
。
お
①
す
と
否
定
的
に
樹
立
せ
し
め
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
自
ら
も
9
巽
ひ
q
o
ド

　
　
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
試
㊦
9
冨
6
＞
』
P
δ
・
。
吋
げ
も
。
而
も
冨
匠
ω
は
何
者
か
の
冨
賦
の
と
し
て
心
血
な
し
に
は

　
語
ら
れ
諏
Q
薙
に
我
々
は
、
ぎ
×
㌍
と
し
て
の
徳
は
そ
の
魯
。
お
㊦
貯
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
黒
駁
回
さ
の
基
膿
性
を

　
麹
己
の
基
騰
性
と
す
る
道
徳
的
行
爲
の
主
膿
で
あ
る
と
考
へ
る
の
外
な
い
と
思
ふ
Q
言
言
な
滋
徳
的
行
爲
を
以
て
無

　
基
量
的
な
（
舞
σ
ω
可
p
ユ
。
⑭
）
行
爲
で
あ
る
と
・
す
る
近
世
的
な
考
へ
方
と
は
相
去
る
こ
と
頗
る
遠
い
が
、
ア
ソ
ス
ト
ラ
ン

　
　
ス
の
℃
塁
畠
Φ
乃
至
内
編
の
概
念
に
於
て
能
力
的
な
る
も
の
が
不
可
敏
的
で
あ
る
こ
と
も
、
形
相
が
基
膿
性
と
し
て

　
の
質
料
と
否
定
的
に
媒
介
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
ま
り
寧
ろ
形
相
が
自
ら
言
託
性
・
基
膿
性
を
自
己
の
内
に
奪
ひ

　
取
っ
て
濁
立
的
に
存
在
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
考
へ
來
れ
ば
、

　
①
量
①
9
魯
に
二
義
が
分
た
れ
な
が
ら
、
而
も
そ
の
一
た
る
～
§
§
“
§
的
な
そ
れ
が
二
義
を
内
含
す
る
か
の
如
き

　
鶴
を
呈
し
て
み
る
の
も
亦
宮
参
と
謂
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
再
し
て
此
事
は
響
“
q
『
斗
S
に
間
し
て
も
、
可
能
的
な
そ

　
れ
即
ち
ふ
§
尋
肋
魯
§
ミ
奪
ミ
↓
・
“
§
と
現
實
的
な
そ
れ
即
ち
詠
§
氏
亀
舎
罵
§
モ
晋
い
皐
や
“
§
と
が
考
へ
ら
れ
て



　
　
み
る
所
（
d
。
婁
●
門
9
ホ
○
簿
8
ム
囲
）
を
見
れ
ば
、
も
は
や
疑
ひ
の
言
出
も
無
い
で
あ
ら
う
。
併
し
冨
｝
、
鰹
①
乃

　
　
至
徳
を
斯
く
の
如
く
劃
自
有
と
し
て
謝
象
的
に
観
る
態
度
に
關
し
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
に
於
て
も
夙
に
論
義
が
あ
っ

　
　
た
。
茶
事
は
「
徳
は
敏
へ
得
る
か
」
が
問
題
と
な
っ
た
所
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
以
下
此
問
題
を
簡
軍
に
考
察
し
て
ア

　
　
ソ
ス
ト
プ
レ
ス
の
態
度
を
鮮
明
に
し
ょ
う
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ク
ネ
ぱ
　
　
　
　
　
　
　
エ
ビ
ス
テ
　
メ
ぱ

　
　
徳
が
若
し
漱
へ
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
鳳
技
術
若
し
く
は
知
識
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス

　
　
も
「
激
へ
得
る
」
と
い
ふ
こ
と
を
以
て
技
術
を
経
験
と
匿
別
し
て
み
る
（
り
漏
Φ
叶
9
℃
ご
●
　
㌧
r
　
剛
糟
　
G
G
O
円
　
ぴ
　
刈
）
。
徳
が
激
へ
得
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謎
二
）

　
　
の
は
、
徳
が
技
術
な
る
が
故
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
亦
、
技
術
の
量
的
に
増
減
せ
し
め
得
る
性
質
に
も
由
る
。
併
し

　
　
な
が
ら
ソ
ク
ラ
テ
ス
的
倫
理
的
思
想
に
於
て
は
、
「
℃
昌
魯
。
の
世
話
を
す
る
」
師
ち
「
徳
の
世
話
を
す
る
」
と
い
ふ
こ

　
　
と
は
「
無
知
の
知
」
（
昏
濫
ミ
ミ
謹
。
息
§
の
晋
霞
↓
普
9
、
）
の
自
畳
に
基
づ
く
絶
封
の
自
己
否
定
を
俘
ふ
も
の
と
考
へ
ら
れ

　
　
て
居
り
（
霊
㌶
9
ノ
》
℃
o
］
○
讐
評
ω
0
2
｝
）
）
、
　
斯
か
る
否
定
の
集
積
し
て
何
者
か
に
成
る
筈
は
あ
り
得
訟
か
ら
生
成
増

　
減
せ
し
め
得
る
徳
を
與
へ
且
受
取
る
と
い
ふ
が
如
き
事
態
は
認
め
ら
る
べ
く
も
な
い
。
叢
に
徳
の
敢
へ
得
る
こ
と
は

　
疑
問
と
な
っ
て
摺
る
。
然
ら
ば
ギ
ソ
シ
ヤ
に
於
て
徳
の
可
能
性
が
疑
は
れ
た
時
、
事
書
忍
男
の
斯
か
る
自
由
性
が
考

　
　
へ
ら
れ
て
る
た
で
あ
ら
う
か
。
つ
ま
り
「
徳
は
敷
へ
得
諏
」
と
謂
は
れ
る
べ
き
根
岸
は
何
庭
に
あ
る
と
せ
ら
れ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ム
ネ
ー
シ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
三
）

　
　
プ
ラ
ト
ン
勤
番
篇
に
依
れ
ば
、
そ
れ
は
「
想
起
」
の
故
で
あ
っ
た
。
「
想
遇
」
と
は
「
自
分
で
自
分
の
内
に
あ
る
知
識
を

　
再
び
取
出
　
す
こ
と
」
（
鷺
2
ρ
Q
。
軌
e
と
か
【
、
本
具
の
知
識
を
再
び
捕
へ
る
こ
と
し
（
℃
げ
8
鳥
9
ヨ
①
）
と
か
規
定
さ
れ
て

㎜
　
　
ア
里
下
テ
ソ
置
於
け
ろ
曇
と
7
“
あ
葺
⑦
　
　
　
　
　
五
九
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ハ
○

み
る
。
想
起
説
と
は
要
す
る
に
各
入
の
内
面
に
「
自
然
に
具
は
つ
た
」
（
黛
q
七
三
§
ミ
廻
遊
①
N
ミ
）
何
も
の
か
の
存
す

る
こ
と
を
認
め
る
説
で
あ
b
、
そ
の
何
も
の
か
や
激
へ
る
者
に
と
っ
て
絶
謝
の
他
者
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
所
か
ら

「
激
へ
得
ぬ
」
と
も
謂
は
れ
た
の
で
あ
る
（
『
メ
ノ
ン
』
に
現
は
れ
た
思
想
、
省
甥
●
踏
騨
洋
ヨ
磐
ジ
国
夢
粋
一
鷺
ひ
．
ω
●

濃
一
㊤
墾
照
）
o
此
事
は
そ
の
何
も
の
か
や
激
へ
る
者
に
と
っ
て
の
絶
封
他
者
で
あ
る
と
い
は
ん
よ
り
、
一
般
に
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ロ
ソ
ボ
ス

各
々
に
と
っ
て
の
落
蓋
他
者
で
あ
る
事
態
を
魏
る
時
一
履
痛
切
に
威
…
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
Q
愛
智
者
は
「
自
然
に
具

は
つ
た
」
何
も
の
か
に
よ
っ
て
瞬
間
々
々
に
戴
性
的
自
己
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
即
ち
身
朧
的
に
死
澱
こ
と
に

よ
り
純
粋
に
想
鵡
す
る
と
謂
は
れ
る
が
（
『
バ
イ
ー
3
ソ
』
に
現
は
れ
た
思
想
）
、
斯
く
謂
は
れ
る
限
り
、
其
威
に
想
起
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

べ
き
も
の
は
銑
に
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
…
過
去
で
あ
り
、
こ
れ
は
働
く
我
に
と
っ
て
の
晶
質
他
者
と
い
は
ざ
る
を

得
訟
Q
從
っ
て
諸
処
と
は
三
遷
他
者
に
よ
っ
て
自
己
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
も
謂
ひ
得
べ
く
、
徳
は
よ
し
知

識
な
り
と
す
る
も
、
そ
の
知
識
が
實
践
上
の
智
慧
と
し
て
底
に
「
想
起
」
的
な
る
も
の
を
有
つ
限
り
、
た
や
否
定
の
一

路
あ
る
の
み
で
教
授
の
如
き
は
劉
底
不
可
能
と
考
へ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
Q
そ
し
て
斯
く
の
如
き

は
「
無
知
の
知
」
を
標
諾
す
る
ン
ク
ラ
プ
ス
教
説
の
プ
ラ
ト
ン
に
於
け
る
必
然
の
露
結
で
あ
っ
た
と
も
思
へ
る
。
併
し

な
が
ら
叢
に
我
々
の
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
以
上
の
如
き
思
想
に
於
て
中
心
を
占
め
て
み
た
も
の
が
絶
謝
否

定
的
三
筆
の
男
主
が
有
つ
其
否
定
性
の
自
畳
と
い
ふ
よ
り
寧
ろ
「
否
定
者
」
の
存
在
の
主
張
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
Q

人
が
戚
性
的
虜
己
を
否
定
す
る
、
つ
ま
り
外
に
於
て
自
己
を
否
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
内
に
於
て
既
に
如
何
と
も
す



　
　
べ
か
ら
ざ
る
如
く
存
在
せ
る
も
の
を
認
め
る
か
ら
で
あ
り
、
翻
意
に
他
者
た
り
合
ふ
も
の
が
内
と
な
ゲ
外
と
な
り
合

　
　
ふ
相
こ
そ
入
間
存
在
の
根
本
的
な
存
在
状
況
で
あ
る
と
観
せ
ら
れ
て
る
た
如
く
で
あ
る
。
『
ピ
レ
ボ
ス
』
に
於
て
も

　
　
「
患
蓮
」
の
規
定
ぱ
初
期
の
痴
話
篇
の
精
工
を
失
っ
て
は
居
ら
す
、
「
身
騰
を
離
れ
て
℃
望
薄
。
自
身
の
中
に
忠
來
る

　
　
だ
け
取
戻
す
こ
と
」
と
さ
れ
て
み
る
が
、
（
軍
ぴ
）
、
而
も
同
時
に
「
戚
畳
や
學
問
の
記
憶
が
濡
失
し
て
、
然
る
後
そ

　
　
れ
を
℃
ω
）
色
δ
が
再
び
自
身
の
中
に
取
戻
す
こ
と
」
も
想
起
と
呼
ば
れ
て
み
る
（
一
ぴ
達
’
）
。
期
く
の
如
く
プ
ラ
｝
ソ
が

　
　
同
じ
「
想
起
」
に
篤
し
て
「
覚
書
性
か
ら
の
離
脱
」
を
説
く
一
方
、
「
嘗
て
の
受
動
」
と
い
ふ
事
實
を
認
め
て
矛
盾
を
戚
じ

　
　
な
か
っ
た
こ
と
も
、
外
的
な
他
者
を
避
け
る
者
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
内
的
な
他
者
に
遭
遇
・
す
る
も
の
で
あ
る
と
い

　
　
ふ
根
本
思
想
を
彼
に
認
め
て
こ
そ
了
解
さ
れ
得
る
こ
と
で
は
な
か
ら
う
か
。
斯
く
の
如
く
否
定
す
る
者
乏
否
定
さ
れ

　
　
る
者
と
が
可
逆
性
を
示
し
つ
、
且
動
き
つ
、
、
そ
の
庭
を
得
て
み
る
世
界
は
紳
心
的
混
沌
の
世
界
と
い
ふ
の
外
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ

　
　
で
あ
ら
う
。
斯
機
な
思
想
を
更
に
一
歩
進
め
れ
ば
、
要
す
る
に
身
褒
も
窃
ぢ
冨
も
共
に
他
潜
と
し
て
の
全
膿
、
必

　
　
ン
ケ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ラ

　
　
然
性
と
し
て
の
察
間
の
中
に
浸
っ
て
み
る
の
だ
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
う
。
勢
叢
に
問
題
と
な
る
の
は
、
人
間
存
在
の

　
　
存
在
仕
方
が
斯
く
も
受
動
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
精
紳
の
自
由
性
は
考
へ
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
黙
を
ア
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
ル
シ
ス

　
　
ス
ト
テ
レ
ス
は
如
何
に
考
へ
た
か
Q
山
來
彼
の
史
的
使
命
は
、
方
法
的
意
識
の
確
立
と
共
に
紳
話
的
要
素
の
清
算
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
五
〉

　
　
あ
っ
た
と
謂
は
れ
る
。
殊
に
若
き
H
に
締
て
決
定
的
に
プ
ラ
ト
ン
的
な
ω
o
鮎
。
≡
5
団
爵
。
ω
の
影
響
下
に
あ
っ
た
彼
は

　
　
如
何
に
し
て
其
樫
楷
よ
り
脱
せ
ん
と
し
た
か
。
其
努
力
の
現
は
れ
を
我
々
は
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
第
三
懇
の
ヌ
ー
ス
論
に

莇
　
　
ア
翌
｝
テ
匿
於
け
ろ
§
と
し
毒
℃
嘗
　
　
　
　
　
　
さ
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@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
ハ
ニ

ー0

　
　
於
て
も
観
る
こ
と
が
出
悟
る
。
上
摩
此
小
論
が
出
藍
つ
た
諸
問
題
は
要
す
る
に
斯
く
の
如
き
、
精
稗
の
自
由
性
と
暗

　
　
い
他
者
の
原
理
と
の
相
克
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
ひ
得
る
か
ら
、
以
下
ヌ
ー
ス
論
を
癒
し
此
問
題
の
ア
ソ
ス
ト
テ
レ

　
　
ス
的
解
決
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
此
小
論
の
結
論
に
導
か
れ
よ
う
。

　
　
　
註
一
、
霞
。
蓬
0
9
暮
・
2
回
酔
・
℃
・
ω
o
㏄
・
の
覧
い
一
葦
メ
。
警
攣
築
5
串
＆
T
9
ぷ
愛
×
ふ
に
封
ず
る
註
羅
蓼
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ト
ウ
レ
ロ
テ
ィ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ク
ネ
　
　
　
　
　
　
エ
ビ
ス
テ
　
メ
　

　
　
　
註
二
、
プ
ラ
ト
ン
鉛
筆
篤
『
プ
ー
・
タ
ゴ
ラ
ス
』
に
於
け
る
「
若
し
廣
量
的
な
ら
ば
必
然
に
技
術
で
あ
り
知
識
で
あ
る
」
（
ω
鴇
び
）
と
い
ふ
言
葉
等
か
ら

　
　
　
　
　
　
斯
か
る
事
情
は
察
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
襲
・
砦
は
『
…
』
（
・
・
Σ
に
豊
野
麹
票
」
と
い
書
蒙
万
丈
孝
」
と
い
書
葉
の
爲
に
否
定
さ
参
・
み
る
こ
と
か
ら
も
明
か
で
あ

　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
靴
恥
四
、
H
琴
鴨
び
瓦
ζ
尻
r
6
弓
噸
轟
○
㌣
轟
O
い
ぬ
紛
照
Q

　
　
　
註
五
、
。
℃
。
簿
・
○
。
・
い
。
津
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
エ
イ
ン
　
ア
イ
ス
タ
ネ
ス
タ
イ

　
　
　
精
紳
の
滝
山
性
に
就
て
ア
ソ
ス
ト
ラ
レ
ス
は
次
の
如
く
謂
っ
て
み
る
。
「
若
し
思
惟
作
用
が
前
古
作
用
と
類
同
的
で

　
　
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
被
思
惟
者
に
よ
つ
て
働
か
れ
た
何
者
か
で
あ
る
か
、
同
種
の
他
の
も
の
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ヌ
ロ
ス
じ
ポ
イ
エ
け
テ
ィ
コ
ス

　
　
う
○
併
し
思
惟
作
用
は
働
き
を
受
け
な
い
筈
で
あ
る
云
々
」
（
b
O
舞
。
門
夢
鳶
0
9
轟
1
δ
）
O
殊
に
夫
の
「
，
能
動
的
理
性
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
け
シ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
け
リ
ス
ト
ス
　
　
　
　
　
ア
パ
テ
ま
ス

　
　
と
総
せ
ら
れ
る
も
の
は
．
「
存
在
性
よ
り
い
へ
ば
霧
①
お
・
す
で
あ
る
か
ら
、
猫
立
華
で
あ
り
、
非
受
動
的
で
あ
り
、
非

　
　
ぞ
グ
ー
ズ

　
　
混
合
的
で
あ
る
」
（
凶
ぴ
藁
・
曾
「
郡
O
p
q
⊥
㏄
）
と
謂
は
れ
る
。
斯
↑
て
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
が
「
此
理
性
は
非
受
動
的
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゐ

　
　
る
が
故
に
我
々
は
想
趨
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
」
a
ぴ
建
．
9
轟
ω
o
餌
蕊
∴
む
と
謂
っ
て
み
る
の
は
正
に
プ
ラ
ト
ン
想



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
ス
　
バ
テ
ロ
テ
ィ
コ
ス

　
　
起
説
に
欝
・
す
る
批
評
で
あ
ら
う
Q
併
し
な
が
ら
ア
ソ
ス
ト
タ
レ
ス
は
叉
直
ぐ
其
後
で
、
可
滅
的
な
「
受
動
的
理
性
」
な

　
　
く
し
て
は
思
惟
す
る
こ
と
も
毘
來
澱
と
謂
っ
て
み
る
（
一
ぴ
圃
自
．
轟
O
O
斜
1
9
↑
1
吋
供
）
。
然
ら
ば
「
受
動
的
理
性
」
と
は
如
何
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
カ
ス
ト
の
ゲ
ネ
イ

　
　
る
も
の
か
。
「
全
自
然
に
撃
て
各
類
が
其
質
料
（
こ
れ
は
彼
等
凡
て
が
可
能
的
に
あ
る
所
の
も
の
で
あ
る
）
を
有
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
テ
イ
オ
ン
　
　
　
　
ポ
ボ
イ
エ
　
テ
ィ
コ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ク
ロ
ま
ヨ

　
　
而
し
て
こ
れ
か
ら
離
れ
て
一
切
事
物
を
作
る
原
因
と
か
能
動
者
が
あ
る
以
上
、
技
術
が
其
質
料
に
漉
す
る
と
同
機

　
　
な
差
違
が
℃
手
討
。
の
中
に
も
存
せ
ね
ば
な
ら
海
」
（
量
9
ホ
○
勲
δ
山
嘉
）
と
考
へ
た
ア
ラ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
「
受
動

　
　
的
理
性
」
を
以
て
「
＝
切
事
物
を
作
る
も
の
」
（
能
動
的
理
性
）
に
封
ず
る
「
一
億
事
物
に
成
る
も
の
」
、
帥
ち
嘆
《
9
0
に

　
　
於
け
る
質
料
釣
な
も
の
、
可
能
的
な
も
の
を
意
評
せ
し
め
た
。
然
ら
ば
「
能
動
的
理
性
」
と
「
受
動
的
理
性
」
と
は
如
何

　
　
な
る
…
醐
係
に
あ
る
か
。
こ
れ
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
古
來
の
難
問
題
で
あ
り
、
先
づ
爾
者
の
關
係
が
端
的
に
述
べ
ら
れ

　
　
た
有
名
な
個
々
（
筐
9
よ
。
騨
｛
†
よ
）
の
讃
方
か
ら
も
二
つ
の
楽
舞
が
生
す
る
。
即
ち
献
ミ
ミ
α
幕
℃
↓
§
等
。
の
魁
＆
の

　
『
q
壇
【
い
ミ
g
煮
幕
q
魅
§
陣
軌
彩
『
動
爵
ぎ
蓉
澆
9
馬
℃
と
い
ふ
文
の
↓
。
S
O
↓
。
の
を
q
な
匙
と
軌
。
。
伽
と
に
封
ず
る
述
語
と

　
解
す
る
時
は
「
「
つ
の
理
性
は
そ
れ
に
潤
て
珍
魚
事
物
と
成
る
如
き
理
性
で
あ
り
、
他
の
理
性
は
そ
れ
に
於
て
一
切

　
事
物
を
作
る
如
き
理
性
で
あ
る
」
と
諜
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
斯
く
含
む
時
に
は
爾
…
理
性
の
存
在
の
猫
立
性
を
認
め
る

　
立
場
に
立
つ
こ
と
》
な
る
。
次
に
ま
8
0
ざ
の
を
ぎ
涛
に
附
加
さ
れ
た
形
容
言
と
取
り
、
賦
ミ
ミ
が
存
在
の
意
（
讐
霞
①

　
㊦
巳
ω
琶
）
を
表
は
せ
る
も
の
と
解
す
れ
ば
、
「
一
つ
の
理
性
は
そ
れ
が
一
切
事
物
に
成
る
限
り
、
密
事
の
理
性
は
一
切

　
事
物
を
作
る
限
り
存
在
す
る
」
と
諜
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
斯
く
謎
む
時
に
は
能
動
的
灘
性
と
い
ひ
受
動
的
理
性
と
い

㎜
　
　
ア
斐
｝
テ
レ
ス
暴
け
る
婁
と
し
て
害
喜
　
　
　
　
　
　
六
三



粥
　
　
　
哲
學
研
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笙
青
六
＋
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

1
　
，
ふ
も
、
一
つ
の
理
性
が
其
作
用
の
上
か
ら
概
念
的
に
匿
別
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
鎗
と
い
ふ
考
へ
方
を
取
る
こ
と
、
な

　
　
（
詑
㎜
）

　
　
る
。
拡
、
上
述
の
雪
解
鐸
は
何
れ
も
そ
れ
ぐ
の
正
當
性
を
有
つ
も
の
、
如
く
患
は
れ
る
。
質
料
か
ら
離
れ
て
原
因

　
　
と
か
能
動
者
が
存
す
る
、
と
い
ふ
が
如
き
言
葉
（
前
掲
引
用
文
墾
照
）
に
着
眼
す
る
時
、
叉
知
畳
し
て
み
る
こ
と
を
知

　
畳
す
る
知
畳
と
い
ふ
如
き
も
の
を
問
題
に
し
、
斯
か
る
も
の
は
よ
し
考
へ
得
ら
れ
る
と
す
る
も
、
其
庭
に
は
無
限
の

　
遡
求
が
除
儀
な
く
さ
れ
る
と
謂
ひ
（
出
り
幽
幽
・
　
H
》
轟
1
9
U
げ
同
ω
i
H
ひ
）
、
『
デ
・
ア
ニ
マ
』
に
於
て
は
途
に
は
か
ぐ
し
い
解
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ェ
ロ
シ
ス
コ
ノ
ェ
　
セ
オ
　
ス

　
　
に
も
達
し
得
な
か
っ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
精
算
現
象
論
は
、
そ
の
底
に
「
思
惟
の
思
惟
」
と
い
ふ
如
き
超
越
者
を
置

　
　
い
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
始
め
て
十
全
に
理
解
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
時
、
前
者
の
如
き
超
越
的
解
繹

　
も
眞
實
ら
し
く
思
は
れ
る
。
併
し
な
が
ら
又
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
が
思
惟
に
關
し
て
其
超
越
性
と
自
由
性
と
を
同
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ン
タ
シ
ア

　
随
庭
に
強
調
し
且
戚
畳
と
の
類
同
視
を
拒
否
し
な
が
ら
も
、
「
思
惟
的
一
）
醸
9
①
に
と
っ
て
は
構
想
像
が
宛
も
戚
豊

　
内
容
の
如
く
に
存
す
る
」
（
量
（
剛
．
ご
・
奢
9
H
†
H
い
）
と
か
「
冨
旨
冨
は
構
想
像
な
く
し
て
思
惟
す
る
こ
と
は
決
し
て
な

　
　
い
」
（
塗
9
嘉
ω
H
勲
H
ひ
1
《
）
と
か
謂
っ
て
其
受
動
的
な
「
面
が
不
可
分
離
的
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
み
る
所
か
ら
、
理

　
性
の
此
一
面
を
「
受
動
的
」
と
呼
び
、
こ
れ
に
養
き
す
こ
れ
を
介
し
て
働
く
一
面
を
「
能
動
的
」
な
も
の
と
考
へ
た
の
で

　
あ
る
と
解
す
れ
ば
後
者
の
如
き
解
輝
も
専
心
ら
し
く
思
は
れ
る
Q
全
く
以
上
の
何
れ
と
決
定
す
る
こ
と
も
容
易
で
は

　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
ス

　
な
い
。
そ
こ
で
理
性
の
作
用
能
力
に
重
て
語
ら
れ
て
み
る
他
の
個
施
を
探
る
と
次
の
如
き
一
節
に
出
汐
ふ
。
「
大
さ

　
　
（
3
烹
曵
竃
。
㊨
）
と
大
さ
の
本
質
（
ま
な
溶
鉱
憩
①
ご
§
）
、
水
⑤
α
務
e
、
）
と
水
の
本
質
（
＆
窃
ミ
↑
瓢
賢
§
）
と
は
別
で
あ



　
　
る
。
（
他
の
多
く
の
場
合
に
減
て
も
斯
く
の
如
く
で
あ
る
。
併
し
凡
て
の
場
合
に
と
い
ふ
の
で
は
な
炉
、
若
干
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
ー
ス
　
（
註
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
、
　
、
　
、

　
　
合
に
は
癩
者
は
同
一
で
あ
る
。
）
そ
こ
で
理
牲
は
肉
の
本
質
（
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
0
『
O
q
貸
、
§
①
ミ
象
↑
）
と
肉
（
ふ
鼠
瓦
）
と
を
幽
々
の
能
力
か
或

　
　
も
　
　
へ
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
　
は
別
々
の
仕
方
で
働
く
同
じ
能
力
か
に
よ
っ
て
見
分
け
る
（
愚
黙
ン
ン
郵
愚
無
ン
ソ
e
の
薄
ミ
翼
鳶
、
へ
蛋
）
」
（
筐
9
轟
”
意
O
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
オ
ロ

　
　
δ
i
部
）
。
拠
、
ア
ラ
ス
ト
テ
レ
ス
の
精
神
學
に
於
て
理
性
に
關
す
る
分
類
は
「
能
動
的
」
「
受
動
的
し
以
外
に
は
「
理

　
　
レ
　
テ
イ
コ
ス
　
　
　
　
ブ
ラ
ク
テ
ィ
コ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ロ
ス

　
　
論
的
」
と
「
實
践
的
」
の
そ
れ
が
あ
る
の
み
で
あ
る
が
こ
れ
は
目
的
を
有
す
る
か
有
し
な
い
か
や
分
類
の
原
理
と
な
つ

　
　
て
る
る
も
の
で
あ
る
か
ら
（
間
ぼ
9
H
P
a
ω
9
ニ
ー
ぶ
）
、
斜
文
と
盧
接
の
關
…
係
の
あ
る
筈
は
な
く
、
從
っ
て
理
性
の
「
別

　
　
々
の
能
力
か
別
私
の
仕
方
で
働
く
同
じ
能
力
」
と
い
ふ
言
葉
で
分
離
或
は
匪
別
さ
れ
て
る
る
も
の
は
矢
張
り
「
能
動

　
　
的
」
と
「
受
動
酌
」
と
の
そ
れ
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
劔
然
射
ば
此
文
に
於
て
筆
者
の
閣
係
は
如
何
に
考
へ
ら
れ
て
る
る

　
　
か
。
欲
…
…
款
の
語
が
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
所
か
ら
此
問
題
は
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
そ
の
人
に
よ
っ
て
も
解
明
さ
れ
な
か

　
　
つ
た
か
の
如
く
に
も
見
え
る
。
が
熔
断
は
許
さ
れ
ぬ
。
こ
の
轍
…
：
＆
は
く
9
弓
9
ξ
ψ
を
意
昧
す
る
も
の
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
三
）

　
　
の
論
も
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
既
場
合
に
は
蝋
以
下
は
「
別
々
の
能
力
で
と
い
は
ん
よ
り
胴
々
の
仕
方
で
働
く
同

　
　
じ
能
力
で
云
々
」
の
意
に
解
せ
ら
れ
一
一
い
か
に
も
眞
實
ら
し
く
、
斯
く
て
夫
の
超
越
的
解
繹
な
る
も
の
も
一
蹴
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
し

　
　
れ
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
侮
よ
く
思
惟
す
れ
ば
、
そ
の
眞
實
ら
し
さ
な
る
も
の
も
「
肉
の
本
質
」
と
「
肉
」

　
　
と
の
認
識
と
い
ふ
類
の
認
識
，
に
威
し
て
の
み
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
澱
Q
抑
々
爾
理
性
が
共
働
す
る
と
い
ふ
こ
と
自
身

　
　
が
斯
か
る
特
定
の
場
合
に
限
ら
れ
て
み
る
の
で
あ
る
こ
と
は
、
蝋
以
下
の
文
に
直
ち
に
潜
く
個
腱
に
「
何
と
な
れ
ば

㎜
　
　
ア
”
歪
ア
ソ
葦
於
2
婁
と
し
て
害
喜
　
　
　
　
〆
　
六
五



10SO

　
　
　
　
哲
鳳
乎
研
究
　
　
第
二
百
エ
ハ
十
舳
就
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
ハ
霜
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぶ
　
　
へ
　
　
ぶ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

肉
臓
質
料
な
く
し
て
は
あ
り
得
す
、
獅
子
鼻
の
如
く
、
特
定
質
料
の
中
の
特
定
形
相
（
ま
。
っ
の
轡
↓
魁
・
）
で
あ
る
か
ら
」

と
説
明
さ
れ
て
み
る
所
（
筐
9
鳶
O
ぴ
羨
l
H
も
か
ら
も
号
せ
ら
れ
る
。
斯
か
る
特
定
の
場
合
に
於
て
爾
…
理
性
の
一
膿

的
に
働
く
有
様
が
宛
も
同
一
能
力
が
別
々
の
仕
方
で
働
い
て
み
る
に
…
過
ぎ
澱
か
の
如
く
で
あ
る
に
購
着
さ
れ
て
は
な

ら
澱
。
確
か
に
肉
や
．
獅
子
鼻
の
如
き
「
質
料
な
く
し
て
は
あ
り
得
訟
」
、
一
般
に
個
物
と
謂
は
る
べ
き
存
在
に
於
て
は

其
本
質
は
文
字
通
）
さ
ま
曹
傷
ご
§
で
あ
っ
て
、
そ
れ
の
認
識
に
方
っ
て
は
能
動
的
理
性
と
受
動
的
理
性
と
は
不

可
離
婁
に
相
探
し
て
働
↑
。
例
へ
ば
「
肉
の
本
質
」
（
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
の
↓
0
9
象
、
≧
Φ
①
ミ
象
ひ
）
の
「
肉
」
（
q
§
鞭
）
が
δ
幾
く
Φ
の
形
で
♂
忍
曽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

①
ご
§
に
於
け
る
欲
曽
と
い
ふ
遇
去
的
な
も
の
を
表
は
・
す
語
に
渋
難
す
る
の
は
、
多
寡
的
質
料
が
我
々
の
」
既
に
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ン
カ
イ
オ
ン

何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
必
然
性
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
が
、
叢
に
は
本
属
能
動
的
な
理
性
が
其
能
動

性
の
實
現
の
爲
に
却
て
自
己
を
否
定
し
て
の
「
受
動
」
を
認
め
ざ
る
を
得
す
、
又
現
在
的
な
も
の
を
表
は
す
＆
響
§

が
恒
に
「
本
質
」
を
示
す
雄
藩
と
な
っ
て
み
る
の
は
個
々
の
特
殊
的
存
在
者
に
抽
象
作
用
を
施
す
「
我
」
の
現
在
的
な
働

き
の
顯
現
を
含
蓄
的
に
表
示
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
が
、
叢
に
は
灘
性
の
純
「
理
性
」
的
な
「
能
動
」
を
認
め
ざ
る
を
得

委
、
而
も
そ
の
過
去
的
な
も
の
と
現
在
的
な
も
の
と
は
相
師
し
融
合
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
右
の
如

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

き
事
態
は
質
料
な
く
し
て
は
あ
り
得
ぬ
「
個
物
の
本
質
」
の
認
識
仁
当
て
の
み
見
ら
れ
得
る
・
、
〕
と
で
あ
る
こ
と
は
あ
く

ま
で
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
組
。
現
に
今
引
用
せ
る
文
に
於
て
も
、
「
大
さ
」
と
「
大
さ
の
本
質
」
、
「
水
」
と
「
水
の
本
質
」

の
格
別
あ
る
こ
と
の
謂
は
れ
た
時
、
斯
か
る
匠
別
は
｝
切
の
場
合
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
「
若
干
の
場
合
に
於
て
は



　
　
爾
者
は
同
一
で
あ
る
」
と
謂
は
れ
て
る
る
σ
瓠
然
ら
ば
撫
何
な
る
場
合
に
爾
表
ば
同
｝
で
あ
る
か
○
介
離
す
る
こ
と

　
　
が
出
來
ぬ
と
い
ふ
黙
で
は
爾
…
者
は
恒
に
同
一
で
あ
る
。
認
識
す
る
意
識
が
此
等
を
同
一
に
す
る
の
で
あ
る
。
此
事
は

　
「
事
物
（
励
§
旨
ミ
）
を
認
識
す
る
こ
と
は
帥
ち
本
質
（
さ
ま
笹
熊
ご
§
）
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
窓
。
夢
嘗
・
N
ρ

　
　
一
〇
鵯
び
D
o
心
同
）
と
謂
は
れ
て
る
る
所
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。
從
っ
て
叢
に
爾
…
者
の
同
一
を
考
へ
る
の
は
も
っ
と
深

　
　
い
意
昧
に
於
て
や
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
Q
異
る
も
の
を
伺
一
に
し
て
み
る
作
用
を
し
て
其
作
用
あ
ら
し
め
て
み
る
も
の

　
　
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
認
識
す
る
意
識
の
自
己
反
省
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
澱
Q
薙
に
我
々
は
前
に
も
引
用
せ
る
、

　
　
『
形
而
上
學
』
中
の
「
℃
塁
。
冨
と
℃
學
畠
①
の
本
質
と
は
同
一
で
あ
る
」
と
い
ふ
言
葉
を
想
起
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。
斯
襟

　
　
な
「
本
質
」
を
認
識
す
る
働
き
は
、
い
は
W
自
己
に
向
ふ
働
き
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
其
庭
に
は
ま
曽
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
エ
　
シ
ス
ゆ
ノ
エ
　
セ
オ
　
ス

　
　
な
既
存
者
は
な
く
「
思
惟
、
の
思
惟
」
と
い
は
れ
る
如
き
絶
謝
純
輝
の
窪
霧
σ
q
o
智
が
あ
る
の
み
で
あ
ら
う
。
『
形
而
上
學
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
さ
シ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ル
ケ
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
シ
ア

　
　
窓
A
に
於
て
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
が
。
器
お
○
㌶
を
以
て
そ
の
存
在
性
と
す
る
如
き
原
理
を
考
へ
、
斯
か
る
存
在
性
は

　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ト
ち

　
　
質
料
な
き
所
の
も
の
で
あ
る
、
（
曾
δ
コ
び
い
㌣
鋤
）
と
な
し
穴
の
も
根
糠
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
Q
叉
斯
く
の
如
き

　
「
本
質
」
認
識
に
於
て
は
働
く
者
と
働
か
れ
る
者
と
が
同
一
な
る
が
故
に
「
本
質
」
は
過
去
性
に
媒
介
さ
れ
た
現
在
性

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
　
（
「
個
物
の
本
質
」
に
於
け
る
が
如
き
）
で
は
な
く
、
「
あ
っ
た
」
と
同
時
に
「
あ
り
つ
、
あ
る
」
と
い
ふ
絶
封
的
な
「
今
」
の

　
　
み
し
か
考
へ
ら
れ
ぬ
。
藏
か
ら
「
動
か
さ
れ
て
み
る
と
同
時
に
動
か
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
動
く
こ
と
、
動
い
た
こ

　
　
と
、
は
異
る
。
然
る
に
同
一
者
が
見
た
と
岡
時
に
見
て
み
る
、
考
へ
る
と
同
時
に
考
へ
た
」
含
露
ユ
・
㊤
ρ
δ
み
㏄
び

捌
　
　
ア
÷
三
に
於
σ
る
婁
と
し
て
の
暮
．
　
　
㍉
　
　

杢
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暫
「
學
研
究
　
　
纂
二
百
謁
ハ
小
一
號
　
　
　
　
，
　
、
．
．
，
　
　
、
　
，
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
跨
入

℃
よ
嘉
前
出
）
と
述
べ
ら
れ
て
み
る
如
き
事
態
の
意
味
を
も
了
解
す
る
こ
と
が
全
面
る
。
挿
管
紳
活
動
と
い
ふ
。
器
7

鷺
館
こ
“
そ
最
高
存
在
で
あ
り
手
妻
自
由
者
で
あ
る
ど
の
思
想
は
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
て
一
貫
せ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
ぬ
。
そ
こ
で
能
動
的
理
論
と
受
動
的
理
性
と
の
問
題
に
窮
し
て
も
、
「
個
物
の
本
質
」
と
し
て

の
3
ま
曽
§
§
の
認
識
に
醐
は
る
限
り
、
講
者
が
、
相
干
し
て
一
膿
的
に
働
く
こ
と
を
も
認
め
得
る
が
、
更
に
能

動
的
理
性
に
は
そ
れ
自
身
と
し
て
も
働
く
こ
と
の
出
蹴
る
絶
甥
霞
山
性
と
從
っ
て
超
越
性
を
館
せ
ざ
る
を
得
濾
。
此

小
論
は
此
問
題
に
落
し
て
所
謂
超
越
的
解
繹
を
取
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
次
に
そ
の
超
越
性
と
は
如
何
な
る
も
の

か
○
そ
れ
は
軍
に
働
き
の
自
由
性
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
に
止
る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
郎
ち
自
山
と
い
ふ
黙
で
超
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
エ
　
イ
　
ン

せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
止
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
我
々
は
否
と
答
へ
ね
ば
な
ら
譲
理
ぬ
を
有
っ
。
思
惟
作
用
は

「
非
受
容
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
澱
が
、
而
も
形
相
を
受
容
し
得
る
（
。
ワ
。
ミ
ミ
Ψ
）
↓
亀
・
窃
。
S
）
も
の
で
あ
る
」
と
謂
は
れ

て
る
る
所
（
U
O
碧
．
弓
ナ
鳶
℃
9
ぶ
↓
e
や
、
思
惟
的
℃
硯
。
ぎ
が
「
形
相
の
場
所
」
（
ま
目
ミ
侮
窃
曾
）
と
呼
ば
れ
て
み
る

所
（
幽
窪
9
允
0
9
・
・
耳
蕊
）
を
観
れ
ば
、
そ
れ
は
既
に
完
成
さ
れ
た
超
越
的
存
在
に
根
を
有
つ
も
の
と
考
へ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。
一
切
に
先
立
つ
㊦
霧
○
δ
魯
。
鍵
と
し
て
の
、
從
っ
て
既
に
完
成
さ
れ
た
存
在
界
と
し
て
の
精
帥
の

世
界
が
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
に
依
っ
て
考
へ
ら
れ
て
る
た
の
で
は
な
い
か
と
推
量
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
Q
能
動

的
理
性
が
ア
フ
ロ
デ
イ
シ
ア
ス
の
ア
レ
キ
サ
ソ
ド
ゥ
ロ
ス
に
依
っ
て
紳
と
同
一
視
さ
れ
た
と
い
ふ
如
き
こ
と
が
解
群

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
（
謎
四
）

変
上
に
現
鳳
れ
て
る
る
の
も
這
般
の
溝
息
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
姦
に
点
て
我
々
は
閥
は
ざ
る
を



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
ス

得
澱
。
右
の
如
き
こ
と
は
如
何
に
し
て
容
認
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
か
、
理
性
に
そ
の
受
動
性
の
故
に
想
起
と
い
ふ
事

實
を
さ
へ
拒
ん
だ
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
に
あ
っ
て
矛
盾
を
な
す
も
の
で
は
な
い
か
と
。

　
註
一
、
製
凶
。
犀
即
O
o
諺
一
ゴ
①
幕
・
℃
・
ψ
0
9
豪
レ
昭
…
o

　
註
二
、
此
個
由
処
に
於
て
き
3
を
主
語
と
し
て
讃
む
こ
と
に
就
て
は
、
西
谷
啓
治
先
生
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
構
想
論
『
（
本
誌
二
二
六
號
と
一
九
頁
、

　
　
　
　
一
一
一
三
頁
参
照
。

　
撒
証
三
、
踏
搾
駐
》
　
0
9
琶
ご
。
簿
．
一
ソ
轟
G
◎
G
c
●
滲
照
。

　
註
四
、
嗣
三
診
O
o
葺
｝
回
窪
け
’
一
暮
『
o
・
｝
）
．
一
銑
く
．
滲
照
u

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
　
　
右
の
如
く
問
ふ
こ
と
に
甥
し
て
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
そ
の
人
が
答
へ
て
る
る
と
は
思
は
れ
澱
Q
何
と
な
れ
ば
、
右
の

　
　
如
さ
、
・
問
題
は
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
が
抱
懐
し
て
み
た
で
あ
ら
う
世
界
槻
に
精
し
て
る
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
問
題

　
　
の
解
明
は
我
々
自
身
の
解
群
に
倹
た
ね
ば
な
ら
濾
。
殊
に
世
界
槻
の
解
鐸
が
必
要
と
な
つ
、
て
來
る
。
而
も
我
々
は
敢

　
　
て
此
小
論
は
既
に
そ
の
幾
、
分
か
を
な
し
た
と
い
ふ
者
で
あ
る
。
「
往
く
も
亘
る
も
滋
は
、
同
一
」
（
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
）
Q

　
　
我
々
が
此
小
論
に
鞭
て
用
ゐ
來
つ
た
解
繹
の
方
法
は
、
解
嵩
上
の
豫
測
・
企
岡
等
を
實
験
・
吟
味
等
と
相
即
せ
し
め
つ

　
　
つ
遜
む
こ
と
を
以
て
そ
の
方
針
と
し
た
。
如
何
に
微
細
な
部
分
と
錐
も
根
本
的
な
世
界
槻
と
關
は
り
な
し
に
は
解
さ

　
　
れ
ぬ
こ
と
は
此
小
論
が
上
來
観
桜
つ
た
所
で
あ
る
○
局
所
的
た
．
叙
述
を
通
し
て
見
繊
さ
れ
る
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲

　
　
學
に
於
け
る
多
く
の
問
題
も
、
彼
が
如
實
に
槻
て
る
た
事
實
め
系
列
の
中
で
は
解
消
さ
れ
て
み
た
の
か
も
知
れ
諏
の

遡
　
　
ア
蔓
ト
テ
ソ
ス
に
餐
を
幕
と
し
て
の
℃
ω
誉
　
　
　
　
　
　
究
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哲
學
研
究
　
　
第
ご
百
一
ハ
訟
ポ
號
　
　
，
．
　
．
　
　
　
．
　
．
，
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

で
あ
る
。
斯
く
し
て
此
小
論
が
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
學
に
於
け
る
世
界
親
的
な
も
の
と
し
て
探
り
出
し
た
所
は
、
眞

　
エ
ネ
ル
グ
イ
ン

に
「
働
く
」
者
は
そ
の
「
働
き
」
の
現
在
性
に
も
拘
ら
す
、
否
そ
れ
の
故
に
、
恒
に
他
者
に
出
會
ふ
と
い
ふ
世
界
理
解
で
あ

っ
た
。
從
っ
て
我
々
の
解
繹
に
依
れ
ば
、
思
惟
作
用
が
「
形
相
を
受
容
し
得
る
」
と
か
、
思
惟
的
嶺
饗
げ
①
が
「
形
相

の
場
所
」
で
あ
る
と
か
謂
は
れ
て
る
る
の
も
「
思
惟
の
思
惟
」
的
な
純
動
に
件
ふ
健
男
事
實
の
表
白
に
外
な
ら
澱
と
考

へ
ら
れ
る
。
輝
、
「
、
思
惟
の
思
惟
」
と
い
ふ
語
も
語
と
し
て
は
矛
盾
を
含
む
。
思
惟
す
る
思
惟
は
思
惟
さ
れ
譲
に
も
拘

ら
す
、
思
惟
ざ
れ
る
思
惟
も
思
惟
と
謂
は
れ
る
以
上
、
思
惟
す
る
思
惟
の
意
を
含
ん
で
み
な
け
れ
ば
な
ら
鍛
か
ら
で

あ
る
。
併
し
我
々
の
解
繹
に
依
れ
ば
、
こ
れ
は
思
惟
す
る
思
惟
の
禽
己
反
省
を
表
現
し
た
語
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
曇
に
我
々
が
用
み
た
如
き
、
表
現
に
依
れ
ば
、
異
る
も
の
を
岡
一
に
し
て
み
る
作
用
を
し
て
そ
の
作
用
あ
ら
し
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
オ
　
ン
　
タ

み
る
も
の
を
見
出
さ
ん
と
す
る
、
認
識
す
る
意
識
の
自
己
反
省
で
あ
る
○
℃
ω
）
δ
ゲ
①
は
一
切
存
在
者
で
あ
る
と
謂
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

れ
る
が
、
（
凶
ぴ
一
蹴
●
O
Q
導
轟
9
3
H
ぴ
』
H
）
、
℃
。
・
団
魯
。
に
は
一
切
を
我
が
も
の
と
呼
ぶ
と
同
時
に
、
こ
れ
を
他
と
し
、
こ
れ
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

て
自
己
を
見
出
さ
ん
と
す
る
如
き
働
き
が
属
し
て
み
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
、
そ
れ
を
我
が
も
の
と
呼
び
つ
、
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ヘ
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而
も
そ
れ
、
に
於
て
自
己
を
見
出
す
、
そ
の
世
界
は
形
相
受
容
的
で
あ
る
。
而
も
そ
の
「
形
相
」
と
は
「
受
容
的
」
と
謂
は

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
「
目
的
」
の
如
き
も
の
を
意
昧
す
る
筈
は
な
く
、
物
の
「
す
が
た
」
と
し
て
の
「
本
質
」
（
さ
試
曽

幅
§
“
）
を
意
味
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
故
に
、
形
相
受
容
的
と
は
亦
質
料
受
容
的
と
も
い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
從

っ
て
「
形
相
の
場
所
」
と
は
叉
質
料
界
と
も
い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
℃
硯
魯
。
が
そ
の
最
高
の
働
き
を
實
現
し
、
倉
己



を
包
め
る
も
の
と
し
て
見
課
す
世
界
は
質
料
的
で
あ
る
と
い
ひ
得
る
。
右
の
如
き
考
へ
方
を
、
ひ
と
は
唯
物
論
と
呼

ぶ
か
唯
心
論
と
呼
ぶ
か
、
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ス
を
廻
っ
て
問
題
は
藩
き
る
こ
、
と
を
知
ら
訟
。
併
し
な
が
ら
唯
右
の
如
き

事
實
を
慮
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
陰
）
8
。
爆
ω
賦
が
一
面
に
形
相
と
謂
は
れ
な
が
ら
個
別
的
實
膿
で
あ
る
こ
と
も
、

窪
①
お
Φ
昼
若
し
く
は
。
葺
①
δ
昏
。
㌶
と
規
定
さ
れ
た
℃
望
。
げ
○
が
「
生
膿
」
と
解
さ
れ
る
こ
と
も
十
分
首
肯
さ
れ
る
に

至
る
で
あ
ら
う
。
　
（
完
）

　
（
附
記
）
　
此
小
論
は
卒
業
論
文
を
補
訂
し
て
成
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
る
に
先
立
ち
田
邊
、
肉
内
爾
先
生
か
ら
種
々
の
御
藪
示
を
賜
は
つ
た
。
末

　
　
　
　
　
尾
な
が
ら
、
記
し
て
以
て
、
感
謝
の
意
を
蓑
し
奉
る
o

1’085

ア
η
ス
塾
テ
ン
ス
に
於
け
る
。
垢
ぽ
と
し
て
の
℃
3
・
o
ぽ

七
一


